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本製品の使用・適用についての注意

　【１】　本製品はＩＢＭＰＣ／ＡＴ互換機のＰＣＩバス拡張Ｉ／Ｏスロット、またはＰＣＩバス
　　　　拡張Ｉ／Ｏボックスに装着して使用するものです。

　【２】　本製品が組み込まれたシステムの運用対象・方法・場所・環境等によって、故障・誤動
　　　　作等が生じた場合に起こり得る、身体・生命・財産等に対する損害の回避措置は同システ
　　　　ムの設計・制作に別途付加・反映させてください。　本製品自体には前述の機能は無く、
　　　　したがって当社では本製品が組み込まれたシステムの運用により発生した故障・誤動作・
　　　　事故に起因する身体・生命・財産等の損害に対する責任は負えません。　これは本製品の
　　　　故障・誤動作が原因となった場合も含み、理由の如何を問いません。

　【３】　本製品付属のソフトウエアは本製品利用の方法を示す例、またオプションの関連ソフト
　　　　ウエアは本製品利用の一般的便宜をはかるものであり、現在未発見のバグ存在の可能性も
　　　　含めて、運用結果についての責任は一切負えません。
　　　　　これらのソフトウエアには自身が組み込まれたシステムに故障・誤動作・事故等が生じ
　　　　た場合に起こり得る身体・生命・財産等に対する損害の回避機能はありません。　御利用
　　　　の場合は同システムの設計・制作で配慮・付加・反映させてください。

　【４】　本製品（付属ソフトウエア含む）、およびオプションの関連ソフトウエアは医用・航空
　　　　機器用・その他、高信頼性・高安全性を必要とするシステムに使用しないでください。

　【５】　本製品付属のソフトウエアについて当社は著作権を保持しますが、第３者の権利を侵害
　　　　しない限りにおいて、購入者は自身が制作するシステム等に自由に組み込み、販売するこ
　　　　ともできます。　但し、当社製ソフトウエアのソースコードを含むソフトウエアを第３者
　　　　に販売・移転するときは当社の文書による事前許可を必要とします。

　【６】　当社では本製品の販売・サポート・保証の範囲を日本国内に限っています。

故障・修理・サポート方法について

　【１】　納入後１年間は自然故障、および当社製造上の問題に起因したことが明らかな故障製品
　　　　に対して無償修理を行います。  但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか否
        かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。

　【２】　落雷等の自然現象、または漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、使用者側の責に帰
　　　　する故障品に対しては実費にて修理をお請けします。

　【３】　修理は宅配便によるセンドバックで行います。　なお、運賃は互いに発送する側が負担
　　　　するものとします。（無償修理の場合も含む／着払い不可。）

　【４】　本製品使用上の質問・トラブル対応・故障修理等は入手経路の如何にかかわらず、当社
　　　　宛に直接御相談・御用命ください。　その際は、客観情報の整理・評価を行うために必ず
　　　　ＦＡＸ等でレポートを御送付ください。（解決速度が格段に上ります。）
　　　　　本書末尾の《Ｑ＆Ａフォーム》が便利です。
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本機の仕様一覧

アナログ入力部
       項 目

 　   入力数  １２８ｃｈシングルエンド（普通の２線式）、ＭＵＸボード増設で１０２４ｃｈまで可能

　　　入力範囲
　（スイッチ選択）

　　　　　　 ±１０ｖ／±５ｖ／±２.５ｖ／０～＋１０ｖ／０～＋５ｖ

 ◆  本機の入力範囲設定回路は高精度部品の使用により、出荷時設定（±１０ｖ）から
   変更しても通常の用途では再調整不要の誤差範囲に収まります。《下記、正確度参照》

◆ 電流入力： 各チャンネルごとの終端抵抗（出荷時１０ＭΩ）を交換することによって
               対応可能。

 入力インピーダンス 各チャンネルごとに１０ＭΩの終端抵抗を標準実装。（外せば１００ ＭΩ以上）
 クロストーク　ｔｙｐ ６５ｄＢ（各チャンネル間）

ＡＤ変換部
 　　　　項 目
分解能       １６ビット
単ｃｈサンプリング速度         ５μｓ（２００ＫＨｚ）
複ｃｈサンプリング速度       １０μｓ／ｃｈ（高速モード）、または ２０μｓ／ｃｈ（低速モード）
非直線性　　　ｍａｘ  ± ０.００４ ％ＦＳ
正確度１【注１】  ± ０.０４８ ％ＦＳ（高速モード）、または ±０.０３８ ％ＦＳ （低速モード）
正確度２【注２】  ± ０.０６８ ％ＦＳ（高速モード）、または ±０.０５８ ％ＦＳ （低速モード）
内部雑音【注３】ｔｙｐ  ±  ６ＬＳＢ
温度ドリフト　  ｔｙｐ  ±２５ｐｐｍ／℃
ＡＤデータ・コード バイナリ、または２の補数（ソフト指定）

 【注１】常温で製造時調整Ａモード±１０ｖ範囲のとき。    （較正測定器誤差０.０３％を含み、内部雑音を含まず。）
 【注２】常温で製造時調整Ａモード±１０ｖ範囲以外のとき。（較正測定器誤差０.０３％を含み、内部雑音を含まず。）
 【注３】当社内製造・検査システムにて。

制御部・その他
 　　　項 目

 クロック
　クロック源：内部１０ＭＨｚ／内部８.１９２ＭＨｚ／外部ＴＴＬ入力
　分周機能　：３２ＢＩＴプログラマブルカウンタ（バイナリ）

 トリガ
（サンプリング開始）

　内部トリガ：◆プログラム上からの即トリガ、
　　　　　　　◆アナログ入力（先頭チャンネル）の指定エッジ、レベル、またはレンジ。
　外部トリガ：◆外部ＴＴＬ入力の指定エッジ、またはレベル

 バッファメモリ 　標準１０２４語ＦＩＦＯメモリ（オプションで８Ｋ／１Ｍ／８Ｍ／３２Ｍ語に増設可能）

 ＡＤデータ転送 　ブロック転送：通常、ＦＩＦＯのＨＡＬＦ－ＦＵＬＬフラグを利用して容量の半分単位で行う。
　通常ＩＮ命令：２バイト（上位・下位）に分割して連続読み込み。

 マスタスレーブ動作 　マスタのクロック出力をスレーブのクロック源入力に接続することにより可能。

    割り込み
（要リソース取得）

　割り込み要因：◆１回サンプリング・スキャン終了、　◆トリガ発生、
　　　　　　　　◆サンプリング・クロック、　◆外部ＴＴＬ入力の指定エッジ、
　　　　　　　　◆ＦＩＦＯメモリのＥＭＰＴＹ解消、　◆同ＨＡＬＦ－ＦＵＬＬフラグ。

 汎用デジタル入出力 　１ビット・ＴＴＬ入力、 １ビット・５ｖロジック出力（またはオープンコレクタ）
 Ｉ／Ｏアドレス 　組み込み対象システムのプラグアンドプレイ機能により（連続した）１６アドレス占有。

 基板寸法
 （突出部を含まず）

  ＡＤボード：ＰＣＩショートサイズ（１７４.３ｍｍ）×（９８.４ｍｍ）
マルチプレクサボード  ：（３００ｍｍ）Ｗ×（２０４ｍｍ）Ｄ×（  ５ｍｍ）Ｔ
マルチプレクサボックス：（３２０ｍｍ）Ｗ×（２２０ｍｍ）Ｄ×（５０ｍｍ）Ｈ

 動作環境  周囲温度：０～＋４０℃（結露しないこと）、保存温度：－１０～＋８０℃（結露しないこと）
 付属品  入出力プラグ、ＣＤＲＯＭ、◆印刷された取扱説明書＋回路図＝取説セットは別売（￥２０００）
 電源消費（５ｖ）  ＡＤボード部＝１.０Ａ、 外付マルチプレクサボード部＝０.２ Ａ

 《ＰＣＩ拡張ボックス》  ＰＣＩto ＰＣＩ ブリッジに対応したパソコンとの組み合せで利用可能。
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　製品構成 　 ◆外付マルチプレクサ（ＭＵＸ－１２８）、
　　　　　　　◆パソコン内装着ＡＤボード（ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ）
　　　　　　　◆（ＭＵＸ－１２８）～（ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ）接続１ｍ長ケーブル
              ◆アナログ入力プラグ（４個： ３２ｃｈ入力×４構成）
              ◆デジタル入出力プラグ（１個）
              ◆ＣＤＲＯＭ（添付ソフト、取扱説明書ＰＤＦファイル）
　　　　　　　  ◇ＣおよびＢＡＳＩＣサンプルソース（ＤＯＳ）
　　　　　　　  ◇WINDOWS９ｘ／ＮＴ／2000／ＸＰ用およびＤＯＳ用のハンドラ関数／ドライバ、
  　　　　　　  ◇WINDOWS９ｘ／ＮＴ／2000／ＸＰ用の単純Ｉ／Ｏ実行ライブラリ／ドライバ、
　　　　　　　  ◇WINDOWS９ｘ／ＮＴ／2000／ＸＰ用のＡＤデータ収集ソフトＬａＢＤＡＱ／ＪＲ
                                                      （データ点数８Ｋ語までの機能制限版）
              （以下はオプション）
              ◆回路図、◆印刷された取扱説明書（ＰＤＦファイルはＷＥＢからも入手可能）、

　価格表   （消費税は含んでいません。）　　　　　　　　　　　　　　　／２００４年 ５月／

　　　　   製品名      価格￥ 　　　　　　　　　　　　製品の概要
 ＡＤＳ-０１２８Ｋ（ＢＲＤ）  １７４,０００  １６ビット/１２８チャンネルＦＩＦＯメモリ付ＡＤキット
 ＡＤＳ-０１２８Ｋ（ＢＯＸ）  １９６,０００  １６ビット/１２８チャンネルＦＩＦＯメモリ付ＡＤキット（収納箱入）
（以下、バラ売りの場合）
 ＡＤＭ-６８９ＰＣＩ    ８１,０００ （ＡＤＳ-０１２８Ｋ）のＰＣＩバス装着側ＡＤボード
 ＭＵＸ-１２８ＢＲＤ    ９７,０００ （  〃   〃   〃   ）のアナログ入力側マルチプレクサ（ボードのみ）
 ＭＵＸ-１２８ＢＯＸ  １１９,０００ （  〃   〃   〃   ）のアナログ入力側マルチプレクサ（収納箱入り）
 ＤＳ３７３７Ｅ－１００      ９,５００ （ＭＵＸ-１２８）～（ＡＤＭ-６８９ＰＣＩ）接続１ｍケーブル
 ＭＵＸＢＯＸ    ２４,０００   ＭＵＸ-１２８ＢＲＤ用収納箱
（以下、オプション）
 ＡＤＳ-０１２８Ｋ取説セット取説セット取説セット取説セット      ２,０００  印刷された取扱説明書＋回路図
 ＬａＢＤＡＱ-ＡＱ    ２８,０００  ＡＤデータ収集ソフト（松山アドバンス社製）/９８～ＸＰ版
 ＬａＢＤＡＱ-ＰＲＯ    ７８,０００  ＡＤデータ収集・解析ソフト（松山アドバンス社製）/９８～ＸＰ版
 ＤＸ６８Ｓ－１５０      ９,０００  ３２ｃｈアナログ入力用１.５ｍケーブル（片方プラグ／他方バラ）
 ＣＢＮＣ－３２Ｋ    ４５,０００  ３２ｃｈアナログ入力用ＢＮＣ接続ボード（１ｍケーブル付）
 ＣＢＯＸ－２０４    １８,０００  デジタル信号接続箱／制御信号はＢＮＣ（対ボード１ｍケーブル付）

　《 取説セット 》　 印刷された取扱説明書＋回路図は有償です。（￥２０００）
                   が、同一内容の取説ＰＤＦファイルと添付ソフトを格納したＣＤＲＯＭは無償配布しており、また
　　　　　　　　 　取説ＰＤＦファイルは当社ホームページから無償ダウンロードすることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜www.microscience.co.jp＞

　《 メモリ増設 》　 該当容量のＦＩＦＯメモリ素子に交換して出荷します。（標準１Ｋ語搭載）
　　　　　　　　　　 本体製品型名の末尾にＦＩＦＯメモリ容量を示す枝番を付してください。

　　　　　　　　　 ◇選択枝番：－　８ＫＷ（　８Ｋ語分／￥１０,０００加算）
　　　　　　　　　　 　　　　　－　１ＭＷ（　１Ｍ語分／￥２２,０００加算）
　　　　　　　　　　 　　　　　－　８ＭＷ（　８Ｍ語分／￥２７,０００加算）
　　　　　　　　　　 　　　　　－３２ＭＷ（３２Ｍ語分／￥３８,０００加算）

    《 入力数拡張 》   ＭＵＸ－１２８（１２８ｃｈ入力）を並列接続することにより最大１０２４ｃｈまで
                     拡張可能です。（添付ドライバでも対応）
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                                     １-１. 本機の仕様・概要

第１章．導入・試運転

１１１１----１１１１. . . . 本機の概要本機の概要本機の概要本機の概要

   本システムはパソコン本体に装着のＡＤボード（ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ）と外付マルチプレクサ
 （ＭＵＸ－１２８）、および両機の接続ケーブル（１ｍ長）から構成されています。
   アナログ入力端はハーフピッチ６８ピン（３２チャンネル）×４個の分割構成となっています。
   さらにチャンネル数を必要とするときは外部マルチプレクサ（ＭＵＸ－１２８）を合計最大８枚
 まで並列接続・制御することができます。  なお外部マルチプレクサ１枚のみ接続する１２８チャ
 ンネルの本システムではＡＤボード（ＰＣＩ）側から電源供給することができます。
   本システムは姉妹機ＡＤＭ－６８７ＰＣＩの上位互換（１２８ｃｈ１２８ｃｈ１２８ｃｈ１２８ｃｈ版／差動入力なし）です。

 □■WINDOWS9x･ME･NT･2000･XP のハンドラ関数ライブラリ／デバイスドライバを添付。
 □■WINDOWS9x･ME･NT･2000･XP のデータ収集ソフト LaBDAQ-JR（データ数８Ｋ語制限版）を添付。
　 ■高精度部品の使用により、アナログ入力範囲切り替え時の再調整不要。
 　■サンプリング点数を制限しないＦＩＦＯバッファメモリ搭載。（標準１Ｋ語／増設可能）
 　■クロック源：内部４０ＭＨｚ／内部３２.７６８ＭＨｚ／または外部入力。
　 ■トリガ源  ：ソフト上の即トリガ／アナログ（エッジ・レベル・レンジ）／デジタル入力。

    《高速》か《高精度》か ： ソフト指定によりスキャン速度を切り替えることができます。

スキャン動作モード  単ｃｈサンプル  複数ｃｈサンプル  全レンジの正確度 （最終調整レンジの正確度）★
高速スキャンモード   ２００ＫＨｚ （１０×ｃｈ）μｓ  ±０.０６８％ＦＳ   （±０.０４８％ＦＳ）
低速スキャンモード   ２００ＫＨｚ （２０×ｃｈ）μｓ  ±０.０５８％ＦＳ   （±０.０３８％ＦＳ）

                                                             ★出荷時の最終調整レンジ＝Ａモード、±１０ｖ範囲

     外付マルチプレクサ：裸ボード
  ＡＤＳ－０１２８Ｋ（ＢＲＤＢＲＤＢＲＤＢＲＤ）

     外付マルチプレクサ：箱入り
  ＡＤＳ－０１２８Ｋ（ＢＯＸＢＯＸＢＯＸＢＯＸ）



8

１-１. 本機の仕様・概要                                                                     《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

■アナログ入力端：外付マルチプレクサ（ＭＵＸ－１２８）部

  ＡＤボード側からチャンネル選択信号を受け、選択されたアナログ入力がＡＤボードに入力され
ます。  ＡＤボード側は８ブロック８ブロック８ブロック８ブロック・チャンネル入力で、各ブロックは外付マルチプレクサ１枚分
＝１２８チャンネルからの被選択信号を受けます。

  外付マルチプレクサ・ボード上には接続する入力ブロックを選択するジャンパスイッチがあり、
合計８枚（１２８ｃｈ×８＝１０２４チャンネル）を接続・入力することができます。
具体的には２枚目以降の外付マルチプレクサＭＵＸ-１２８を専用の拡張コネクタで並列接続し、
任意の入力ブロックにジャンパ設定するだけです。
  設定された入力ブロックとＡＤボード側からみたアナログ入力チャンネル番号の関係は、

                                      表１－１．アナログ入力チャンネル設定

ジャンパＣＨＳＥＬの設定  入力ブロック番号 アナログ入力チャンネル番号
  最初の１枚：０（出荷時）         ０         ０ ～   １２７
        以下：１         １     １２８ ～   ２５５
         〃 ：２         ２     ２５６ ～   ３８３
         〃 ：３         ３     ３８４ ～   ５１１
         〃 ：４         ４     ５１２ ～   ６３９
         〃 ：５         ５     ６４０ ～   ７６７
         〃 ：６         ６     ７６８ ～   ８９５
         〃 ：７         ７     ８９６ ～ １０２３

         ■図１－１Ａ．ＡＤＳ－０１２８Ｋシステム構成＝①＋②＋③＋④＋⑤

                   ⑤アナログ入力コネクタＣＮ１～ＣＮ４
                                                                     ①外付マルチプレクサ・ユニット

                                                                      ＭＵＸ－１２８ＢＲＤ（基板のみ）、または
                                                                      ＭＵＸ－１２８ＢＯＸ（箱入り）
                                                          
                                                                         基板寸法：３００×２０４
                                                                         外箱寸法：３２０Ｗ×２２０Ｄ×５０Ｈ
                                 アナログ入力ブロック
                                 選択ジャンパ
                                 ＣＨＳＥＬ
                                                                      
                                                                        電源選択スイッチ
                                基本接続ＣＮ５                        （ＡＤボード側／または外部入力端子台より）

                                                                        外部電源入力端子台

     外部制御入力
     コネクタＣＮ７
     （通常不使用）

                 アナログ入力                                            ②ＡＤボード（ＰＣＩショートサイズ）
                 拡張コネクタ
                 ＣＮ６
                 
                                                                                     ＡＤＭ-６８９ＰＣＩ
                                                                         ＣＮ１
                                    ③接続ケーブル（１ｍ）

                                                                         ＣＮ２
                                    ④デジタル入出力プラグ
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                                     １-１. 本機の仕様・概要

■ＡＤボード（ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ）部

  本ボードは効率のよい高速ブロックＩ／Ｏ転送命令も利用できるＦＩＦＯメモリを搭載しており、
指定された条件（ｸﾛｯｸ・ﾄﾘｶﾞ・ﾁｬﾝﾈﾙ数）に従ってボード上で自動サンプリングを行う構造となって
います。　ソフト上では◆条件設定◆スタート（トリガ待ち）◆ステータス取得・評価 ◆データ読
み込みだけで、動作タイミング等の制御を必要としません。　 このような制御構造はリアルタイム
／マルチタスクのＦＡ・ＬＡシステムやＷＩＮＤＯＷＳ環境に最適です。
  アナログ入力はチャンネル０を先頭に、ソフト上で指定するチャンネルまでを連続的にスキャン
します。（３－１項参照）  指定クロックによる連続・自動サンプリング動作を開始するトリガと
して内部（アナログ）トリガを指定した場合はチャンネル０入力信号がトリガ条件と比較されます。
  サンプリングされたＡＤデータはＦＩＦＯバッファメモリ（標準１０２４語）に自動転送され、
サンプリング中でも（何時でも）古い順に読み出すことができます。  ＦＩＦＯ型メモリは通過型
ですからデータ点数を制限しませんし、通常は標準でも本機の最高速度を実現できますが、ソフト
側の都合で読み出しが遅れるような場合はオプションでメモリ増設も可能です。（３－２項参照）

                     図１－１Ｂ．ＡＤＳ－０１２８Ｋシステム機能ブロック図

                  ３２チャンネル入力    ３２チャンネル入力    ３２チャンネル入力     ３２チャンネル入力

                                             （１２８ｃｈ）マルチプレクサ

   ＭＵＸ-１２８                ｃｈ選択                    ８ｃｈのいずれかに
   外部                                                     ジャンパ接続。
   マルチプレクサ
                                                                          OFF          電源選択
                                                                                            
                                                                                                  外部電源入力
                                                                                                  端子台
                 
                    拡張コネクタ              基本接続コネクタ
                                                                       
                                                                        電源は外部マルチプレクサ１枚の場合、
                                             （ケーブル）               ＡＤボード（ＰＣＩバス）側から供給可能。

　　　　　　         　                                                                           （ＰＣＩバス）
 
                ＣＮ１         ＡＤボードＡＤＭ-６８９ＰＣＩの機能ブロック                          ＋５ｖ電源
　　　　　　  　
　                     ＋５ｖ          バッファ                                           対        スタート
　                                     アンプ　　　　　　　　　  ＦＩＦＯ　　　　　　　　 Ｐ
　　　　　　　　　　　　　  ８ｃｈ　　　　　　　  高速　　　　　バッファ                 Ｃ
　         　　　　　　　   マルチ　　　　　　　  ＡＤ　　　　　 メモリ　　　　　　　　  Ｉ
        　        　　　　  プレクサ　　　　　　  変換器　　　　　　　　　　　　　　　　 バ        ＡＤデータ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    １Ｋ語　　　　　　　   ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  （標準）　　　　　　　  ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   入
　　　　　　　  　　　　　　　　 　ｃｈ選択　 　　　　　　　　　　　　　　　　　         出　  　 ステータス
　　 　　　　　      　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  力
     トリガ入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    制
   割り込み入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    御
 クロック源入力　　　　　　　 トリガ・自動ＡＤサンプリング・メモリ制御 　　　　　　　            　　条件設定
   クロック出力
       汎用入力　　　　　　　 クロック入出力・分周（内部クロック源付）   
　　 　汎用出力 　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                割り込み

               ＣＮ２    【注】汎用入力：１ビットＴＴＬレベル（現在値）入力。
                               汎用出力：１ビットＴＴＬレベル（ラッチ）出力。
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１-２. ボード上の設定                                                                      《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

    １１１１----２２２２. . . . ボード上の設定ボード上の設定ボード上の設定ボード上の設定

               図１－２Ａ．アナログ入力選択ＭＵＸ－１２８ボード上の部品配置
                                       

                                                                                                             端
                                                              ±１５ｖ     ＤＣ-ＤＣ     ５ｖ                子
                                                                 出力     コンバータ     入力                台
    Ｃ
    Ｎ
    ４                                                                                     ＳＷ０
                                                                                               
                                                                                                           電源
                                                                                               ＰＬ        ＯＮ
                                                                                                           表示
                                                      ア
                                                      ド
                                                      レ
                                                      ス                                                   Ｃ
    Ｃ                                                制                                                   Ｎ
    Ｎ                            ア         ア       御                                                   ５
    ３                            ナ         ナ       素            バッファ
                      放          ロ         ロ       子            アンプ
                      射          グ         グ       群
                      防          入         入                        ＢＢＢＢＢＢＢＢ
                      止          力         力                        ＲＲＲＲＲＲＲＲ
                      フ          終         選                        ＤＤＤＤＤＤＤＤ
                      ィ          端         択                ＴＭ０  ７６５４３２１０
                      ル          抵         素                        ｏｏｏｏｏｏｏｏ
                      タ          抗         子                 ＣＨ   ｏｏｏｏｏｏｏｏ
    Ｃ                群          群         群                 ＳＥＬ
    Ｎ                                                                                                      Ｃ
    ２                                                                                                      Ｎ
                                                                                                            ６

    Ｃ
    Ｎ                                                                                                      Ｃ
    １                                                                                                      Ｎ
                                                                                                            ７

  ◆ＣＮ１～ＣＮ４  ： アナログ入力コネクタ（各６８ピン・ハーフピッチ）／１－３項。
  ◇Ｒ０００～１２７： アナログ入力終端抵抗【出荷時：各１０ＭΩ】／２－１項。
  ◆ＣＨＳＥＬ      ： アナログ入力ブロック設定ジャンパ【出荷時：ＢＲＤ０ＢＲＤ０ＢＲＤ０ＢＲＤ０】
  ◆ＣＮ５： 基本接続コネクタ（対ＡＤボード ADM-689PCI 接続）／添付のケーブルで接続。
  ◇ＣＮ６： アナログ入力拡張コネクタ（２枚目以降のＭＵＸ－１２８と並列接続）／７－５項。
  ◇ＣＮ７： 外部制御入力コネクタ（通常不使用）／７－５項。
  ◆ＳＷ０： 電源選択スイッチ【出荷時：ＣＮ５ＣＮ５ＣＮ５ＣＮ５側】
  ◇ＥＸＴＰＯＷＥＲ： 外部電源入力端子台。              ◇ＴＭ０：オフセット調整トリマ。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                                      １-２. ボード上の設定

                          図１－２Ｂ．ＡＤＭ－６８９ＰＣＩボード上の部品配置

                                                         
                                         SL-RG3                 TM０
                                                      TM２
                                         Ｂ  Ａ
                                                          SL-RG2
                                  SL-RG1
                                         5 10 20          BI UN
                                                                      TM１
                                                      TM３
                                  
      ア
  Ｃ  ナ
  Ｎ  ロ
  １  グ                                             SW-BN
      入
      力
                        
       
                      
           
                
                
   Ｃ             Ｏ  Ｕ                                                 Ｎ  Ｐ         ISP-PRG
   Ｎ                            ＦＳ１
   ２             S-PUP                                                  S-POL
               

   ◆ＳＬ－ＲＧ１：アナログ入力（公称）スパン選択【出荷時：２０】    ／２－２項。
  ◆ＳＬ－ＲＧ２：アナログ入力範囲極性選択      【出荷時：ＢＩ】    ／２－２項。
  ◆ＳＬ－ＲＧ３：アナログ入力スパン・モード選択【出荷時：Ａモード】／２－２項。

  ◇ＴＭ０  ：  （バイポーラ）   オフセット調整トリマ。
  ◇ＴＭ１  ：  （ユニポーラ）   オフセット調整トリマ。     再調整用／７－３項。
  ◇ＴＭ２  ：                       ゲイン調整トリマ。
  ◇ＴＭ３  ： （バッファアンプ）オフセット調整トリマ。

  ◆Ｓ－ＰＯＬ：汎用デジタル出力の極性選択  【出荷時：Ｐ（正論理）】        ／２－４項。
  ◆Ｓ－ＰＵＰ：汎用デジタル出力のプルアップ【出荷時：Ｕ（プルアップ接続）】／２－４項。

  ◆ＣＮ１： 基本接続コネクタ（対マルチプレクサボード MUX-128 接続）／添付のケーブルで接続。
  ◆ＣＮ２： デジタル入出力コネクタ／１－３項、２－４項。

  ◇ＳＷ－ＢＮ：ボード番号設定スイッチ【出荷時：０】（本ボードを複数使用時の認識用）

  ◇ＦＳ１： ＋５ｖ電源出力保護ヒューズ（ＦＲＰＵ－２Ａ：浜井電球製）      ／回路図

  ◇ＩＳＰ－ＰＲＧ： 保守用（出荷時：未実装）



12

１-３. 入出力コネクタ・ピン接続                                                             《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

１１１１----３３３３. . . . 入出力コネクタ入出力コネクタ入出力コネクタ入出力コネクタ・ピン接続・ピン接続・ピン接続・ピン接続

   本項では基本システム構成（１２８ｃｈ）で信号を入出力するコネクタについて説明します。

  アナログ入力コネクタ    （外付マルチプレクサボードＭＵＸ－１２８入力）

　                                          ◆適合プラグ： ＤＸ４０-６８Ｐ-（０３）
　　　　　　　　　　  　　                  ◆シェル    ： ＤＸ-６８-ＣＶ１
                                            ◆ボード側コネクタ：ＤＸ１０Ａ-６８Ｓ

　  　図１－３Ａ．ＭＵＸ－１２８アナログ入力コネクタ（ＣＮ１～ＣＮ４ＣＮ１～ＣＮ４ＣＮ１～ＣＮ４ＣＮ１～ＣＮ４）のピン接続

                        アナログ入力チャンネル番号             ピン番号　　   ピン番号　     各コネクタ共通

 コネクタ名 →    ＣＮ１     ＣＮ２      ＣＮ３     ＣＮ４                                  （ＣＮ１～ＣＮ４）

 アナログ入力    ＣＨ００   ＣＨ３２   ＣＨ６４   ＣＨ  ９６     １　  □　□ 　 ３５ 　 ＡＧ  アナロググランド
　  〃   〃      ＣＨ０１ 　ＣＨ３３   ＣＨ６５   ＣＨ  ９７     ２ 　 □　□　　３６　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ０２ 　ＣＨ３４   ＣＨ６６   ＣＨ  ９８     ３ 　 □　□　　３７　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ０３ 　ＣＨ３５   ＣＨ６７   ＣＨ  ９９     ４ 　 □　□　　３８　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ０４ 　ＣＨ３６   ＣＨ６８   ＣＨ１００     ５ 　 □　□　　３９　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ０５ 　ＣＨ３７   ＣＨ６９   ＣＨ１０１     ６ 　 □　□　　４０　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ０６ 　ＣＨ３８   ＣＨ７０   ＣＨ１０２     ７ 　 □　□　　４１　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ０７ 　ＣＨ３９   ＣＨ７１   ＣＨ１０３     ８ 　 □　□　　４２　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ０８ 　ＣＨ４０   ＣＨ７２   ＣＨ１０４     ９ 　 □　□　　４３　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ０９ 　ＣＨ４１   ＣＨ７３   ＣＨ１０５   １０ 　 □　□　　４４　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１０ 　ＣＨ４２   ＣＨ７４   ＣＨ１０６   １１ 　 □　□　　４５　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１１ 　ＣＨ４３   ＣＨ７５   ＣＨ１０７   １２ 　 □　□　　４６　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１２ 　ＣＨ４４   ＣＨ７６   ＣＨ１０８   １３ 　 □　□　　４７　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１３ 　ＣＨ４５   ＣＨ７７   ＣＨ１０９   １４ 　 □　□　　４８　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１４ 　ＣＨ４６   ＣＨ７８   ＣＨ１１０   １５ 　 □　□　　４９　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１５ 　ＣＨ４７   ＣＨ７９   ＣＨ１１１   １６ 　 □　□　　５０　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１６ 　ＣＨ４８   ＣＨ８０   ＣＨ１１２   １７ 　 □　□　　５１　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１７ 　ＣＨ４９   ＣＨ８１   ＣＨ１１３   １８ 　 □　□　　５２　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１８ 　ＣＨ５０   ＣＨ８２   ＣＨ１１４   １９ 　 □　□　　５３　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ１９ 　ＣＨ５１   ＣＨ８３   ＣＨ１１５   ２０ 　 □　□　　５４　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２０ 　ＣＨ５２   ＣＨ８４   ＣＨ１１６   ２１ 　 □　□　　５５　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２１ 　ＣＨ５３   ＣＨ８５   ＣＨ１１７   ２２ 　 □　□　　５６　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２２ 　ＣＨ５４   ＣＨ８６   ＣＨ１１８   ２３ 　 □　□　　５７　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２３ 　ＣＨ５５   ＣＨ８７   ＣＨ１１９   ２４ 　 □　□　　５８　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２４ 　ＣＨ５６   ＣＨ８８   ＣＨ１２０   ２５ 　 □　□　　５９　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２５ 　ＣＨ５７   ＣＨ８９   ＣＨ１２１   ２６ 　 □　□　　６０　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２６ 　ＣＨ５８   ＣＨ９０   ＣＨ１２２   ２７ 　 □　□　　６１　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２７ 　ＣＨ５９   ＣＨ９１   ＣＨ１２３   ２８ 　 □　□　　６２　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２８ 　ＣＨ６０   ＣＨ９２   ＣＨ１２４   ２９ 　 □　□　　６３　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ２９ 　ＣＨ６１   ＣＨ９３   ＣＨ１２５   ３０ 　 □　□　　６４　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ３０ 　ＣＨ６２   ＣＨ９４   ＣＨ１２６   ３１ 　 □　□　　６５　  ＡＧ    〃      〃
　  〃   〃      ＣＨ３１ 　ＣＨ６３   ＣＨ９５   ＣＨ１２７   ３２ 　 □　□　　６６　  ＡＧ    〃      〃
     空ピン                                                    ３３　  □　□　  ６７              空ピン
     空ピン                                                    ３４　  □　□　  ６８              空ピン

    【注１】  アナログ入力チャンネル番号は本マルチプレクサボード（ＭＵＸ－１２８）のアナログ入力ブロック
            選択ジャンパＣＨＳＥＬを【０】に設定した場合です。／出荷時設定／
              マルチプレクサボードを並列接続してチャンネル数を拡張する場合、このジャンパ設定位置を重複し
            ないように順次【１】【２】【３】……【７】とします。  このようにして拡張された各ボードの入力
            チャンネル番号は表１－１のとおりです。（順次＋１２８した番号になる。）

　  【注２】  アナロググランドＡＧとデジタルグランドＤＧはボード内部で接続されています。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ 》                                                           １-３. 入出力コネクタ・ピン接続

    アナログ入力コネクタには（３２ｃｈ単位で）６８ピン／ハーフピッチコネクタ４個が使用
  されており、ハンダ付け用の適合プラグ（４個）が添付されています。
    またオプションで１５０ｃｍ長シールドケーブル（片方：バラ）や、３２チャンネルＢＮＣ
  接続ボード（接続用１ｍケーブル付）も用意されています。

                図１－３Ｂ．アナログ入力端の接続（３２ｃｈ×４構成）
                                                                                 MUX-128
                                                                                                       基板

      
                                                   
                     
                                                              アナログ入力コネクタ
                                                              （４個／標準添付）

                                                               ﾌﾟﾗｸﾞ：DX40-68P(03)
                                                                ｼｪﾙ ：DX68P-CV1

     １ｍ                                                             ヒロセ製
     ケーブル

                                                     （ｵﾌﾟｼｮﾝ）
                                                                                                                                                                                                                    ＤＸ６８ＳＤＸ６８ＳＤＸ６８ＳＤＸ６８Ｓ----１５０１５０１５０１５０：シールドケーブル
                                                                        （１５０ｃｍ長）
                                                              
                                                                

                                                

                                

       ◎◎◎◎◎◎◎◎
       ◎◎◎◎◎◎◎◎  （ｵﾌﾟｼｮﾝ）
       ◎◎◎◎◎◎◎◎   ＣＢＮＣＣＢＮＣＣＢＮＣＣＢＮＣ----３２Ｋ３２Ｋ３２Ｋ３２Ｋ：３２チャンネルＢＮＣ入力ボード
       ◎◎◎◎◎◎◎◎                      （寸法：２０４ｗ×１５８Ｄ）
                                             （１ｍ長シールドケーブル付）
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１-３. 入出力コネクタ・ピン接続                                                             《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

        デジタル入出力コネクタ  ：  ＡＤボード（ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ）のリアパネル面

                                    ８ピン丸型コネクタが使用されており、適合プラグ１個が
                                  添付されています。

　　　　　　　　　　　　　　                      図１－３Ｃ．デジタル入出力コネクタ（ＣＮ２）ピン接続

                                        ピン１：割り込み入力　　      ＩＮＴ－ＩＮ
            1             2　　　　　　 ピン２：トリガ入力　　　      ＴＲＧ－ＩＮ
                           　　　　   　ピン３：クロック源入力　      ＣＬＫ－ＩＮ
                  　　　　　　　　   　 ピン４：クロック出力　　      ＣＬＫ－ＯＵＴ
          3   　4　　　5　　　　　　　　ピン５：汎用デジタル入力      Ｉ０
                      　　　　　　      ピン６：汎用デジタル出力      Ｑ０
            6      　　　 7　　　　　　 ピン７：ＰＣＩバス＋５ｖ出力  ＋５Ｖ
                               　       ピン８：デジタルグランド      ＤＧ
                   8                          （ＤＧとＡＧはボード内で接続されている。）
                                               
          （添付プラグのハンダ付け側）               プラグ：ＨＲ２１２-１０Ｐ-８Ｐ-ＭＳ／ヒロセ製
                                                      基板側：ＨＲ２１２-１０ＲＡ-８ＳＤＬ（０３）／ヒロセ製
                                                    

                                        （オプション）
                       図１－３Ｄ．デジタル信号ＢＮＣ接続ボックス

                                                                    ADM-689PCI
                     
                                CBOX-204 付属１ｍケーブル
                                  
                       ◎ ◎
                       ◎ ◎    (ｵﾌﾟｼｮﾝ)
                               ◆ＣＢＯＸ-２０４：汎用デジタル入出力、および＋５ｖ出力は端子台。
                                                         クロック入出力、トリガ入力、割り込み入力はＢＮＣ。
                                                         寸法＝５０Ｗ×９０Ｌ×２６Ｔ（突出部ヲ含まず）
                          

　　　　　　    図１－３Ｅ． ＡＤボード（ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ）リアパネル面の外観

               

               

                          基本接続コネクタ（ＣＮ１）               デジタル入出力コネクタ（ＣＮ２）

       ボード間の接続  ：  外付マルチプレクサＭＵＸ－１２８のコネクタＣＮ５と
                           ＡＤボードＡＤＭ－６８９ＰＣＩのコネクタＣＮ１とは
                           添付の１ｍ長シールドケーブルで接続します。

◆ ピン接続：７－５項参照。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ 》                                                    　　        １-４. ボードのインストール

１１１１----４４４４. . . . ボードのインストールボードのインストールボードのインストールボードのインストール

   本製品のＡＤボード部はプラグアンドプレイに対応したＰＣＩボードです。
 御使用に先立ち、組み込むパソコンシステムにインストール（認識・リソース割り当て）される
 必要があります。  この作業はシス テムを立上げたとき（電源投入直後）に自動実行されます。

 準備

　①　本ボードＡＤＭ－６８９ＰＣＩ上の諸設定は出荷時の状態（１－２項）とします。

②　 パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を切った状態でカバーを外し、任意の拡張
    （ＰＣＩバス）Ｉ／Ｏスロットに本ボードを無理なく押し入れ装着します。

      インストール実行時は外付マルチプレクサボードＭＵＸ－１２８を接続する必要はありま
    せん。  注意することは、

　　  ◆　パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を必ず切っておく。　電源を入れた
　　　  ままで本ボードを抜き差しすることは双方の故障原因となります。

　　  ◆　本ボードのカードエッジ（金メッキ端子）に手を触れないこと。　手を触れると、
　　　  （油脂成分の付着等により）接触不良の原因となることがあります。　もし、触れて
　　　  しまった場合はアルコール等で拭き清めてください。

  本ボード上ＲＯＭ内のコンフィギュレーション情報

    ◆VendorＩＤ          ： １３ＦＤＨ（インタフェース素子の製造者ＩＤ）【注１】
    ◆DeviceＩＤ          ： ０１０ＣＨ（ ＡＤＭ－６８９ＰＣＩボード自体のＩＤ）【注１】
    ◆Subsystem VendorＩＤ： １３ＦＤＨ（ボード製造者＝マイクロサイエンス社のＩＤ）
    ◆SubsystemＩＤ       ： ０１０ＣＨ（ＡＤＭ－６８９ＰＣＩボード自体のＩＤ）
    ◆Class Code           ：１１００００Ｈ（本ボードの適合する分類コード）

    ◆リソース要求： Ｉ／Ｏアドレス：連続した複数アドレス。
                     割り込み     ：デフォルトでは不要求。【注２】
                     バスマスタ   ：機能なし（不要求）。

【注１】  VendorＩＤ／ DeviceＩＤは本来、インタフェース素子メーカ／素子自体を特定する
       ＩＤですが、本ボードで使用している素子は汎用品として多数の他社製品にも使用されて
       おり、（98/04/01）現在パソコンのプラグアンドプレイでは VendorＩＤと DeviceＩＤだ
       けでボードを認識する機種があるので（混乱を避けるために）当社ＩＤを記してあります。

【注２】 割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合：本ボード上のＲＯＭに書き込まれているデフォルト（初期）の
       コンフィギュレーション情報では割り込みリソースを要求しません。  もし要求したときに
       空きが無く拒否されるとＩ／Ｏアドレスの割り当ても受けられず、認識不能状態になる恐れ
       があるからです。  割り込みを利用したいときは以下の手順を踏んでください。

        ①  本ボードを最初はデフォルト（初期）設定のままインストールし、システムから認識
          できる状態にしてください。

        ②  現在のシステムが使用しているリソース情報を調査してください。  割り込みに空が
          ある場合は（当社提供のユーティリティ：ｃｆ９０５０で）本ボード上のコンフィギュ
          レーション情報（ＲＯＭ）を割り込みリソースを要求するように修正して、一旦終了・
          電源を切ります。  （パソコン電源部保護のため１分以上の後）、再度電源投入すると
          プラグアンドプレイで割り込みリソースが割り当てられます。

        ③  割り込みリソースに空きが無い場合は最後の手段として、既に他デバイスに割り当て
          られている割り込みリソースを共有する方法も考えられますが、他デバイスの動作にも
          影響する恐れがあるため、現時点では当社のサポート対象外としています。



16

１-４. ボードのインストール                                                                《ＡＤＳ-０１２８Ｋ 》

   インストール（１）  ：ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５の場合。（    ＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥも同様）

 《ボードのインストール》

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳ９ｘが立上り、このとき新ハード
     ウエア（本ボード）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

   ◆オリジナルのＷＩＮＤＯＷＳ９５では、
     ［新しいハードウエアが検出されました／必要なソフトウエアをインストールしています］
     に続くダイアログボックスのデフォルトは［ハードウエアの製造元が提供するドライバ］と
     なっていますから、添付の［ボードインストール・ディスク］を挿入、ウィザードに従って
     （ディスクがＦＤの場合は［［［［a:¥win9xa:¥win9xa:¥win9xa:¥win9x］］］］フォルダから）読み込ませてください。
     （ＣＤＲＯＭの場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win9x:¥win9x:¥win9x:¥win9x］］］］から）
       ファイルのコピーで“ms_pci.vxd”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

   ◆ＷＩＮＤＯＷＳ９５／ＯＳＲ２バージョンでは、
       デバイスドライバ・ウィザードが立上り、
     ［新しいハードウエアが検出されました。／必要なソフトウエアを探しています］に続いて
     ドライバの検出過程ダイアログが現れますから、添付の［ボードインストール・ディスク］
     を挿入、ウィザードに従って（ディスクがＦＤの場合は［［［［a:¥win9xa:¥win9xa:¥win9xa:¥win9x］］］］フォルダから）読み込
     ませてください。（ＣＤＲＯＭの場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win9x:¥win9x:¥win9x:¥win9x］］］］から）
       ファイルのコピーで“ms_pci.vxd”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのレジストリに登録されました。

《割り当てリソースの調査》

       ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘの【スタート】メニューから→【設定】→【コントロールパネル】→
   【システム】→【デバイスマネージャ】→【ＭＳＣＩＥＮＣＥ】→【ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ】
 →【プロパティ】→【リソース】で調べます。

《本ボード専用ドライバ／ＤＬＬのインストール》：通常はこれを御利用ください。

     本ボードの基本機能を関数化したものです。 インストール方法は第６章（６-３項）参照。

《汎用ドライバ／ＤＬＬのインストール》： 前記の専用ドライバ／ＤＬＬユーザには不要です。

     ボードに依存しない単純Ｉ／Ｏ実行用です。 自作ドライバの素材に利用できます。
     ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘではＩ／Ｏポートの読み書きをデバイスドライバを使用せず、ＤＬＬで
  直接実行できますから（その方が普通です。）、割り込みを使用する場合に限って当社の用意
  する“割り込み用の汎用デバイスドライバ”を利用してください。
    インストーラはありません。  必要なファイルを手作業で適切なフォルダにコピーします。

   ◆汎用ドライバ類の所在は、ドライバ本体： Ｗｉｎ９ｘ￥ｖｘｄ￥ｐｔａ９５＿０．ｖｘｄ
                             汎用のＤＬＬ： Ｗｉｎ９ｘ￥ＤＬＬ￥ａｃｃｓ＿９５．ｄｌｌ
                             ドライバ説明： Ｗｉｎ９ｘ￥ＤＯＣ￥ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ
         （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥Ｗｉｎ９ｘです。

   ◆コピー先は：   ＤＬＬはＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのフォルダに、ＶＸＤはＷＩＮＤＯＷＳ９ｘの
                  システムフォルダです。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ 》                                                                １-４. ボードのインストール

   インストール（２）  ：ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ----ＮＴＮＴＮＴＮＴ（4.0）の場合。

                         各作業は必要により AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行ってください。

 《ボードのインストール》

  ①  パソコンシステムの電源を投入するとプラングアンドプレイが自動実行されます。
      ソフト的には新ボードの装着されたスロットとボード情報が認識され、リソースの割り当て
    が自動実行されます。  この過程は電源投入（ハードウエア・リセット）の毎に実行されます
    から、ハードウエアの構成が変化すると割り当てられるリソースが変化することも有ります。
    【ここまではＷＩＮＤＯＷＳ９５と同様です。】

②  この後、ドライバ類の組み込みが実行され、最後にＷＩＮＤＯＷＳ－ＮＴが立上りますが、
     ＮＴのレジストリはプラグアンドプレイ情報に対応していないため、これで終わりです。

 《本ボード専用ドライバ／ＤＬＬのインストール》：通常はこれを御利用ください。

     本ボードの基本機能を関数化したものです。 インストール方法は第６章（６-３項）参照。

 《汎用ドライバ＆ユーティリティのインストール》：専用ドライバ／ＤＬＬユーザには不要です。

      ボードに依存しない単純Ｉ／Ｏ実行用です。 自作ドライバの素材に利用できます。
      ＷＩＮＤＯＷＳ－ＮＴではＩ／Ｏポートの読み書きも割り込み処理にもデバイスドライバが
    必要です。  本ドライバは最大１６枚のボード（各複数Ｉ／Ｏアドレスおよび専用割込１本）
    を制御することのできる汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバです。
      インストールは添付のインストーラで行いますが、このとき同時にドライバの設定ユーティ
    リティ、（プラグアンドプレイで自動設定された）リソースの調査ユーティリティ、さらに
    サンプルプログラムもインスト―ルされます。

    ◆汎用ドライバ類の所在は、インストーラ：ＷｉｎＮＴ￥Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ
                              ドライバ本体：ＷｉｎＮＴ￥Ｓｙｓ￥ＮｔＰｔａ＿？？？？．ｓｙｓ
                              汎用のＤＬＬ：ＷｉｎＮＴ￥ＤＬＬ￥Ｐｏｒｔ＿ｎｔ．ｄｌｌ
                ドライバ設定ユーティリティ：ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｓ＿ｒｅｇ．ｅｘｅ
                リソース調査ユーティリティ：ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥ＰＣＩａｄｒ．ｅｘｅ
                              説明ファイル：ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ

           （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥ＷｉｎＮＴです。

     【注１】？？？？＝０～１５
【注２】   ドライバとＤＬＬは無指定でＮＴ所定のフォルダにインストールされますが、
 　　　　ユーティリティとサンプルプログラムは前もってインストール先のフォルダを
 　　　　用意しておき、インストール実行時に指定します。

    ◆リソースの調査／汎用デバイスドライバの設定

        当社製ＰＣＩボードのリソース（アドレス／割り込み）割り当て・占有状態を調査する
      ユーティリティＰＣＩａｄｒを使用して、本ボードの（プラグアンドプレイで設定された）
      Ｉ／Ｏアドレス・割り込みレベル情報を取得できます。  この情報にもとずいてデバイス
      ドライバの設定ユーティリティ（Ｒｓ＿ｒｅｇ）でデバイスドライバを設定します。
        使用方法は同一フォルダ内の説明テキストファイルを御覧ください。
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１-４. ボードのインストール                                                                《ＡＤＳ-０１２８Ｋ 》

   インストール（３）  ： ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００の場合。

      ＷＩＮＤＯＷＳ2000 はＮＴ4.0 の上位バージョンですが、プラグアンドプレイ機能を持つ
    ため、本ボード装着直後のインストール作業にＷＩＮＤＯＷＳ２０００対応のインストール
    ディスク（当社製：ＦＤなら／vr２.00 以降、ＣＤＲＯＭなら 2000-08 版以降）が必要です。
      添付のＣＤＲＯＭ、または当社ホームページwww.microscience.co.jpの＜ダウンロード＞
　　アイコン以下で入手できるビジュアルな手順書も併せて参照し、注意深く行ってください。

                           各作業は必要により AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行ってください。

   《手順》

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳ2000 が立上り、このとき新ハード
     ウエア（本ボード）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

       新しいハードウエアの検出ウィザードが立上り、
     ［新しいハードウエアが検出されました。／必要なソフトウエアを探しています］に続いて
     ドライバの検出過程ダイアログが現れますから、添付の［ボードインストール・ディスク］
     を挿入し、ウィザードに従って（ディスクがＦＤの場合は［［［［a:¥win2Ka:¥win2Ka:¥win2Ka:¥win2K］］］］フォルダから）読み
     込ませてください。
       （ＣＤＲＯＭ<2000-08 版以降>の場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win2K:¥win2K:¥win2K:¥win2K］］］］から）

       ファイルのコピーで“dms_pci.sys”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳ20000/XP のレジストリに登録されました。

  (1)  インストールされたドライバ“ＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳ”は、
       当社製各ＰＣＩボード（複数可能）に共通使用できるＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＸＰ用の
     ＷＤＭドライバです。

       ◆インストール元： ボードインストールディスク。
       ◆インストール先： ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ３２￥ＤＲＩＶＥＲＳ

  (2)  御利用に先立ち、４－１項に従い各種ソフトウエアのインストール作業を行って下さい。
                                                   （専用インストーラによる解凍・展開）
       ◆インストール元： 添付のＣＤＲＯＭ。
       ◆インストール先： ￥ＭＳＣＩＥＮＣＥ 以下。

(3)  その後、利用する関数ＤＬＬを手作業で所定のフォルダにコピーする必要があります。
      本ボード専用のハンドラ関数ＤＬＬ（推奨）から使用する場合は６－３項を、また当社製
    全ＰＣＩボード（複数可）共通に利用できる汎用単純入出力関数ＤＬＬから利用する場合は
    ４－２項を御覧ください。

       ◆コピー元： ￥ＭＳＣＩＥＮＣＥ以下。
       ◆コピー先： ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ３２

       以後、アプリケーションからの利用が可能になります。

《割り当てリソースの調査》

    ＷＩＮＤＯＷＳ2000/XPの【スタート】メニューから→【設定】→【コントロールパネル】→
   【システム】→【ハードウエア】→【デバイスマネージャ】→【ＭＳＣＩＥＮＣＥ】→
   【ボード名】→【プロパティ】→【リソース】で調べます。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ 》                                                                １-４. ボードのインストール

   インストール（４）　（ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ----ＸＰＸＰＸＰＸＰの場合）

    　ボード装着直後の作業にはＷＩＮＤＯＷＳ２０００用のインストールディスクが必要です。
    　基本的な手順は前ページに記したＷＩＮＤＯＷＳ２０００の場合と同様ですが、
　　　ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ----ＸＰＸＰＸＰＸＰのウィザードは間違い易い表現が多いので作業には注意が必要注意が必要注意が必要注意が必要です。
      添付のＣＤＲＯＭ、または当社ホームページwww.microscience.co.jpの＜ダウンロード＞
　　アイコン以下で入手できるビジュアルな手順書も併せて参照し、注意深く行ってください。

   《手順》------ オリジナルＸＰの場合。ＳＰ２の場合はビジュアルな手順書参照。

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳが立上り、このとき新ハードウエア
   　（本ボード）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

   （１）新しいハードウエアの検出ウィザードの開始。／ダイアログ／
　　　 ＜ハードウエアに付属のインストールＣＤ、ディスクがある場合は挿入してください＞
     　　と表示されますが、ここでは添付のＣＤＲＯＭを未だ挿入しないで未だ挿入しないで未だ挿入しないで未だ挿入しないでください。
     　　下段に表示されている＜インストール方法＞選択肢ラジオボタン◎をデフォルトから
     　＜一覧または特定の場所からインストールする＞に変更して【次へ】をクリックします。

　 （２）検索とインストールのオプションを選んでください。／ダイアログ／
       　デフォルトの＜□次の場所で最適のドライバを検索する＞チェックボックスを外し、
       ＜□次の場所を含める＞のみをチェック、ここで添付のＣＤＲＯＭを挿入すると、

 　（３）自動再生／ダイアログ／が登場してサーチを始めますが、
　　　　 これは即、【キャンセル】クリックしてください。

　　　　 さらに、
 　（４）この種類のファイルのディスクを挿入したり、デバイスに接続したりするたびに
　　　 　ＷＩＮＤＯＷＳが自動的に実行する動作を選択できます。／ダイアログ／が登場したら
　　　 　これも【キャンセル】クリックします。

　　　　 これで（２）の／ダイアログ／に戻りますから、
   （５）＜次の場所を含める＞を指定するためのテキストボックスを正しく埋めるために
　　　　【参照】ボタンをクリックします。

　 （６）フォルダの参照＜ハードウエアのドライバを含むフォルダを選んでください＞
　　　 ／ダイアログ／が開きますから、
　　　 　＜ＣＤＲＯＭアイコン＞→＜０＿ボードインストール＞→＜ＷＩＮ２Ｋ＞と指定して
　　　 【ＯＫ】をクリックするとインストールが実行されます。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳのレジストリに登録されました。

　　　　以下は前ページに記したＷＩＮＤＯＷＳ２０００と同様です。
　　　　御利用に先立ち、４－１項に従い各種ソフトウエアのインストール作業を行って下さい。

　　　【注】操作ミス等でボードインストールが正しく実行されなかった場合は、
　　　　　　ＷｉｎｄｏｗｓＸＰはボードインストール作業直前の状態を記憶しているので、
　　　　　　一旦終了・電源を落としてボードを外し、再立ち上げの後、
　　　　　　ＷＩＮＤＯＷＳの【スタート】から【ヘルプとサポート】を選択し、
　　　　　　＜ヘルプとサポートセンター＞ダイアログ中の
　　　　　　＜コンピュータへの変更をシステムの復元で元に戻す＞機能で
　　　　　　ボードインストールをやり直すことのできる元の状態に戻すことができます。
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１-５．運転準備、動作確認                                                     　           《ＡＤＳ-０１２８Ｋ 》

１１１１----５．運転準備、動作確認５．運転準備、動作確認５．運転準備、動作確認５．運転準備、動作確認

   以下の手順で試運転してください。 動作に不具合いがあるときは１-２項に記されたボード上の
 設定を確認してください。　それでも不明なときは本書巻末に添付の【Ｑ＆Ａフォーム】にシステ
 ム情報を御記入のうえ当社技術部までＦＡＸしてください。 迅速に応答します。
   なお、ＴＥＬいただく場合も客観情報の整理・評価は問題解決のスピードアップにつながります
 から事前にＦＡＸしてください。

 ＝＝ 準備 ＝＝

 ①　本ボード上の諸設定は出荷時の状態（１－２項）とします。

 ②  １－４項に従いＡＤボード ADM-689PCIをインストールし、ユーティリティ等で割り当て
   られたリソース（Ｉ／Ｏアドレス）を調べておきます。

 ③  電源をＯＦＦとし、
   外付マルチプレクサMUX-128とＡＤボード ADM-689PCIを添付のケーブルで接続します。

 ④  本ボードのアナログ入力はテスト用の信号源（±１０ｖ以内）に接続します。／ 図１－５

 ⑤  外付マルチプレクサMUX-128の電源は通常、ＣＮ５・ケーブル（パソコン）側から供給し
   ます。  パソコン側に余裕がないときは外部電源入力端子台から供給します。／図１－６

 ⑥  以上で準備完了です。　電源投入順序は全機器同時、または外部機器を先にパソコン本体を
   最後に行います。　電源切断は逆順序です。

                                    図１－５．動作確認用の接続例

                                                                                                    テスト
                                                                                                    信号源
         ＣＮ１              任意のチャンネル（複数並列接続可）に接続する。                     （±１０ｖ以内）
     
                     ＣＮ２         ＣＮ３        ＣＮ４

                                                                      
                                                                    電源選択スイッチ 【左側】：ＣＮ５（出荷時）
        外付マルチプレクサ                                                           【中側】：ＯＦＦ
        ＭＵＸ－１２８                                                               【右側】：外部入力端子台
                                                                  
                                 アナログ入力ブロック
                                 選択ジャンパ                               外部電源入力端子台を使用する場合
                                 ＣＨＳＥＬ＝【０】                        （ＥＸＴ ＰＯＷＥＲ）
                                                                      
                                                                       
                              基本接続ＣＮ５
                                                                                    ＥＸＴ  ＥＸＴ  ＦＧ
                                                                                    ＋５ｖ  ＧＮＤ （フレーム）

    
                  
           
                                         基本
                                         接続ケーブル（１ｍ）
                                                                                 （ＰＣＩバスＡＤボード）
                                                                        ＣＮ１     ＡＤＭ-６８９ＰＣＩ

    （電源消費）                                                       ＣＮ２
    ＭＵＸ-１２８      ：０.２Ａ              デジタル入出力
    ＡＤＭ-６８９ＰＣＩ：１.０Ａ                      プラグ
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ 》                                                                  １-５．運転準備、動作確認

 ＝＝ 運 転 ＝＝     試運転・動作確認用プログラム“６８９ＱＢ２”を使用します。
                     本プログラムはＭＳ－ＤＯＳ版です。  御使用に先立ち、添付のソフトウ
                   エアをインストール（４－１項）しておく必要があります。  また、当プロ
                   グラムのソース（Quick-Basic）も同名（拡張子：BAS）で添付されています。

                      なお“６８９ＱＢ２．ＥＸＥ”は日本語モードでは正常な表示ができない
                    ので、事前に英語モードに切り替えてから“６８９ＱＢ２．ＥＸＥ”を呼ぶ
                    “６８９ＱＢ２．ＣＯＭ”を使用してください。

  ⑦ 電源を投入し、ＯＳを立上げます。
   （ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのＤＯＳ窓でも動作可能、ＮＴＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのＤＯＳ窓でも動作可能、ＮＴＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのＤＯＳ窓でも動作可能、ＮＴＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのＤＯＳ窓でも動作可能、ＮＴ・２０００・２０００・２０００・２０００・ＸＰのＤＯＳ窓は不可・ＸＰのＤＯＳ窓は不可・ＸＰのＤＯＳ窓は不可・ＸＰのＤＯＳ窓は不可）

  ⑧ 試運転・動作確認用プログラム“６８９ＱＢ２”を読み込み、実行します。
     最初にＩ／Ｏベースアドレスの入力を要求されますから１－４項で調査した４桁のＨｅｘ値を
     入力します。  次にアナログ入力ブロック番号（ＭＵＸ－１２８のＣＨＳＥＬ設定値）を要求
     されるので番号（０～１２８ｃｈなら００００）で指定します。  以後の操作は、

       ◇操作   【SPACE】キー： 中断／再開
                【ESC】 キー： 終了

       ◇本プログラムで１２８ｃｈ分のＡＤデータを１６進数ＡＤデータを１６進数ＡＤデータを１６進数ＡＤデータを１６進数（Ｈｅｘ）で表示（Ｈｅｘ）で表示（Ｈｅｘ）で表示（Ｈｅｘ）で表示します。
◇ 標準出荷時のアナログ入力範囲設定は±１０ｖ±１０ｖ±１０ｖ±１０ｖです。

     【注】  １回のサンプリング動作はアナログ入力チャンネル０を先頭に指定チャンネルまで
           順次・連続的に行われます。 順番を変更したり、途中を飛ばすことはできません。
             外付マルチプレクサを増設した拡張システムの場合、本プログラムでは１画面中で
           １２８チャンネルしか表示できません。  表示する入力チャンネル群を指定するのが
           アナログ入力ブロック番号（ＭＵＸ－１２８のジャンパＣＨＳＥＬ設定値）です。

                     ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ／２０００／ＸＰＮＴ／２０００／ＸＰＮＴ／２０００／ＸＰＮＴ／２０００／ＸＰでの動作確認

     本項で使用するプログラムはＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＭＥ、およびＭＳ－ＤＯＳの環境でのみ
   動作します。  ＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＮＴ／ＸＰの場合は第６章で説明されている専用の
   関数ライブラリを使用した各言語（ＶＢ，Ｃ++，Ｃ，Ｄｅｌｐｈｉ、Ｃ＋＋ビルダ）用のサン
   プルプログラムを御利用ください。
     また添付のデータ収集アプリケーションＬａＢＤＡＱ－ＪＲも利用できます。
　　　　　　　（当社ＣＤＲＯＭの松山アドバンス社フォルダ内に有ります。）
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１-６．電源供給、およびアナログ入力の拡張について                               　        《ＡＤＳ-０１２８Ｋ 》

１１１１----６．電源供給、およびアナログ入力の拡張について６．電源供給、およびアナログ入力の拡張について６．電源供給、およびアナログ入力の拡張について６．電源供給、およびアナログ入力の拡張について

    別売の外付マルチプレクサＭＵＸ－１２８を追加接続することにより１２８チャンネル単位で
  最大１０２４チャンネルまで拡張することができます。

 ◆  接続はＭＵＸ－１２８のアナログ入力拡張コネクタＣＮ６同志を並列に接続するだけです。
   コネクタ接続情報は７－５項に記されています。

 ◆電源に御注意ください。
   ＭＵＸ－１２８の電源消費は０.２Ａ
   ＡＤＭ－６８９ＰＣＩの電源消費は１.０Ａ です。

 ◆  パソコン側に供給余力があるときはＭＵＸ－１２８ボード上のスイッチＳＷ０をＣＮ５側に
   設定します。  このときは基本接続ケーブルを通してＡＤＭ－６８９ＰＣＩ側（パソコン側）
   から５ｖ電源が供給されます。
     またスイッチＳＷ０をＥＸＴ ＰＯＷＥＲ側に設定すると、ＭＵＸ－１２８用の５ｖ電源は
   外部電源入力端子台から供給する接続になります。（図１－６参照）
　　 なお拡張する場合の各ＭＵＸ－１２８用電源は個々に（ＳＷ０を）選択・接続してください。

                           図１－６．ＭＵＸ－１２８ボード内電源系統図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対ＰＣ
                                    外部制御入力          アナログ入力拡張     基本接続            外部電源
                                    コネクタＣＮ７        コネクタＣＮ６       コネクタＣＮ５      入力端子台
    ＭＵＸ-１２８
    内部回路で使用               ＋５ｖ電源（ＰＣ）     ＋５ｖ電源（ＰＣ）    ＋５ｖ電源入力     ＥＸＴ＋５ｖ

   ＋１５ｖ
                     絶縁型                                                          ＥＸＴ ＰＯＷＥＲ
     ＧＮＤ          ＤＣＤＣ                                         ＳＷ０
                     コンバータ
   －１５ｖ

                                  電源リターンＰＲ      電源リターンＰＲ      電源リターンＰＲ    ＥＸＴＧＮＤ

                                                                              アナロググランド　（ＰＣ側と接続）

                                                                              デジタルグランド　（ＰＣ側と接続）

       ◇ コネクタＣＮ５，ＣＮ６，ＣＮ７のＰＲ（電源リターン）は同ボード内で接続されています。

       ◇   コネクタＣＮ５のアナロググランドＡＧ、デジタルグランドＤＧ、および電源リターンＰＲは添付の基本
          接続ケーブルによる接続先ＡＤＭ-６８９ＰＣＩボード内で（ＰＣ側に）接続されています。
　　　　　　すなわち、ＭＵＸ-１２８内で使用されているＤＣＤＣコンバータは絶縁型ですが、１次・２次・各側の
　　　　　グランドは本システム内で接続されるため絶縁機能はありません。

       ◇   ＭＵＸ-１２８で使用されるＤＣＤＣコンバータ用の＋５ｖ電源入力は同ボード上の電源入力選択スイッチ
　　　　　ＳＷ０で選択されます。　またＭＵＸ-１２８で使用されるロジック用電源はＤＣＤＣコンバータの＋１５ｖ
　　　　　出力からステップダウン・レギュレータで＋５ｖを発生させています。
　　　　　　コネクタＣＮ６，ＣＮ７に接続されている＋５ｖはＰＣ（パソコン）側からのもので、ＭＵＸ－１２８内
　　　　　では使用されていません。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                                     ２-１. アナログ入力回路

第２章．信号入出力

２２２２----１１１１. . . . アナログ入力回路アナログ入力回路アナログ入力回路アナログ入力回路

   本システムの（外付マルチプレクサ MUX-128 の）入力形式は普通の２線式（シングルエンド）、
 なお絶対最大定格は±３５ｖです。  これ以上の電圧が印加される恐れがある場合は保護対策が
 必要です。（２-３項）
   なお各チャンネル入力端には入力インピーダンスを下げるために１０ＭΩの終端抵抗が実装され
 ています。（外すと１００ＭΩ以上となる）

                         図２－１Ａ．アナログ入力端回路（１チャンネル分）

                                    ｃｈ.ｎ                                                   １２８ｃｈ
     電圧                                                                                      マルチ
     信号源                                         標準                                       プレクサ
                                                    １０ＭΩ
                                      ＡＧ                                                  （ＭＵＸ-１２８）

    ★電流入力：   信号源が４～２０ｍＡ等の電流出力の場合は標準実装されている１０ＭΩの
                 終端抵抗を適当な値の電流・電圧変換用抵抗に交換して使用できます。
                                                     （例：２５０Ωなら１～５ｖに変換）

                            図２－１Ｂ．電流入力の接続（１チャンネル分のみ示す）

                                    ｃｈ.ｎ                                                   １２８ｃｈ
      電流                                                                                    マルチ
      信号源                                           変換抵抗                               プレクサ
                                                                     
                                      ＡＧ                                                  （ＭＵＸ-１２８）
                                                                                          

   外付マルチプレクサ（MUX-128）はＡＤボード（ADM-689PCI）側からのチャンネル選択信号に
 より制御され、被選択チャンネル信号を１対１（GAIN=1）で出力します。 これらはＡＤボード
 側から供給される５ｖ電源と合わせて添付の基本接続ケーブルで接続されます。／１－１項。

 ＡＤボード（ADM-689PCI）は普通の２線式（シングルエンド）、８入力ブロック構成です。
 １ブロックが外付マルチプレクサ１枚分（１２８ch）の被選択出力を受ける形になっており、
 どのブロックに割り当てるかは外付マルチプレクサ MUX-128 ボード上のジャンパＣＨＳＥＬで
 選択しますが、本システムのアナログ入力スキャン順は先頭＝チャンネル０固定ですから、
 最初の１枚は必ずＣＨＳＥＬ＝【０：出荷時】としなければなりません。／１－１項・表１－１。
   アナログ入力範囲はボード上のスイッチ選択（SL-RG1 ・ SL-RG2 ・ SL-RG3）です。／次２－２項。

                                   図２－１Ｃ．ＡＤＭ-６８９ＰＣＩの構造

                                                           バッファ
       ８アナログブロック入力
                                                マルチ                 入力範囲      サンプリング      ＦＩＦＯ
                                                プレクサ               切り替え      ＡＤ変換器        メモリ
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２-２. アナログ入力範囲                                                                     《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

２２２２----２２２２. . . . アナログ入力範囲アナログ入力範囲アナログ入力範囲アナログ入力範囲

 アナログ入力範囲はスイッチ設定により下表の５レンジから選択します。  １６ＢＩＴ分解能は
 ［1/65536］ですから、公称入力範囲で正直に調整するとＡＤ変換値１単位（digit）当りの電圧値
 が割り切れない値となります。   当社では範囲を少し広げて切りの良い値となる（モードＡ）も
 サポートしています。  その値は公称入力範囲の［1/50000］です。

            表２－２Ａ．本システムの入力範囲・分解能・正確度【注１，２，３】

  公称
  入力範囲

範囲
ﾓｰﾄﾞ

        実際の入力範囲
    （±10ｖ超過は無効）

  分解能
  mv/digit

      正確度 ％ＦＳ
（）内値は高速モード時

 ＡＡＡＡ  - 13.1072 ～ ＋ 13.1068   ｖ  0.4     0.038 （0.105）  ±１０  ｖ
 Ｂ  - 10.0000 ～ ＋  9.99969  ｖ  0.305････
 ＡＡＡＡ  -  6.5536 ～ ＋  6.5534   ｖ  0.2  ±５    ｖ
 Ｂ  -  5.0000 ～ ＋  4.99985  ｖ  0.153････
 ＡＡＡＡ  -  3.2768 ～ ＋  3.2767   ｖ  0.1  ±２.５ ｖ
 Ｂ  -  2.5000 ～ ＋  2.49992  ｖ  0.076････
 ＡＡＡＡ          0 ～ ＋ 13.107    ｖ  0.2０～＋１０ｖ
 Ｂ          0 ～ ＋  9.99985  ｖ  0.153････
 ＡＡＡＡ          0 ～ ＋  6.5535   ｖ  0.1０～＋５  ｖ
 Ｂ          0 ～ ＋  4.99992  ｖ  0.076････

    0.058 （0.125）

【注１】 本機のＡＤ入力は【±１０ｖ範囲／Ａモード】で最終調整されていますが、高精度部品の
       使用により入力範囲を切り替えても多くの用途では再調整の必要がありません。
         これ以外の入力範囲で最も正確度を良くしたいときは再調整（７－３項）が必要です。
         御希望により当社でも（有償で）行います。

【注２】《高速》か《高精度》か： ソフト指定によりスキャン速度を切り替えることができます。
                                 電源ＯＮ直後は高速スキャンモード状態です。（３－５項）
                                 スキャン速度により（複数チャンネル使用時の）得られるＡＤ
                               データの正確度が変ります。  表２－２Ｂは信号源インピーダン
                               スが数Ω以下（例：オペアンプ出力）のときの正確度を示して
                               います。  ポテンショメータのような比較的高いインピーダンス
                               を持つ信号源の場合、隣接（スキャン順が先の）チャンネルの
                               影響を受けます。  仕様外ですが、さらに低速の予備モードも
                               用意してあります。／３－５項参照／
      表２－２Ｂ．

スキャン動作モード  単ｃｈサンプル  複数ｃｈサンプル  全レンジの正確度 （最終調整レンジの正確度）★
高速スキャンモード   ２００ＫＨｚ （１０×ｃｈ）μｓ  ±０.０６８％ＦＳ   （±０.０４８％ＦＳ）
低速スキャンモード   ２００ＫＨｚ （２０×ｃｈ）μｓ  ±０.０５８％ＦＳ   （±０.０３８％ＦＳ）

                                                             ★出荷時の最終調整レンジ＝Ａモード、±１０ｖ範囲

【注３】 非直線性や内部雑音（バラツキ）等は正確度とは別の概念です。
         詳細は５ページ記載の仕様一覧、および７－３項を御参照ください。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                                     ２-２. アナログ入力範囲

  ◆ 入力範囲（レンジ）の選択：  ボード上の下記スイッチで設定します。／１-２項参照。

  ＳＬ-ＲＧ１：  入力スパン選択（標準出荷時＝２０）／入力範囲の絶対電圧幅
  ＳＬ-ＲＧ２：レンジの極性選択（標準出荷時＝ＢＩ）／ＢＩ：バイポーラ、ＵＮ：ユニポーラ
  ＳＬ-ＲＧ３：レンジモード選択（標準出荷時＝Ａ  ）／Ａ：モードＡ、Ｂ：モードＢ

          表２－２Ｃ．入力範囲選択（ＡＤＭ－６８９ＰＣＩボード上の各スイッチ）

公称
アナログ入力範囲

ＳＬ－ＲＧ３
 （モード選択）

  ＳＬ－ＲＧ２
 （レンジ極性）

       ＳＬ－ＲＧ１
      （スパン選択）

    ±１０    ｖ    ＡＡＡＡ   ＢＩ   ２０
  《該当なし》    Ａ   ＵＮ   ２０
    ±  ５    ｖ    ＡＡＡＡ   ＢＩ   １０
０～＋１０    ｖ    ＡＡＡＡ   ＵＮ   １０
    ±  ２.５ ｖ    ＡＡＡＡ   ＢＩ    ５
０～＋  ５    ｖ    ＡＡＡＡ   ＵＮ    ５

    ±１０    ｖ    Ｂ   ＢＩ   ２０
  《該当なし》    Ｂ   ＵＮ   ２０
    ±  ５    ｖ    Ｂ   ＢＩ   １０
０～＋１０    ｖ    Ｂ   ＵＮ   １０
    ±  ２.５ ｖ    Ｂ   ＢＩ    ５
０～＋  ５    ｖ    Ｂ   ＵＮ    ５

 ◆ ＡＤデータコード： ソフト指定（３-６項）でバイナリ、または２の補数を選択できます。
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２-２. アナログ入力範囲                                                                     《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

  伝達関数                                    １６ビットの分解能は“２の１６乗分の１”ですから、ＡＤ変換データと
　　　　　　     アナログ入力電圧の関係は以下のようになります。

　　　　　    　 ◆分解能　　 Ｒｅｓ＝Ｖspan÷65536　［ｖ／digit］

　　　　　    　 ◆変換データ Ｄad＝Ｖio÷Ｒes　　　　　  ［digit］／ユニポーラのとき
　　　　　　　   　　　　　　 Ｄad＝（Ｖio÷Ｒes）＋32768 ［digit］／バイポーラのとき

　　　　　　　   ◆入出力電圧 Ｖio＝Ｄad×Ｒes　 　　　　 ［ｖ］　 ／ユニポーラのとき
　　　　　　　   　　　　　　 Ｖio＝（Ｄad－32768）×Ｒes ［ｖ］ 　／バイポーラのとき

　　　　　  　【注 12】　 Ｖspan は入力範囲の絶対幅です。  具体的には表２－２Ａの
　　　　　　　　　　   範囲に１digit 分の電圧値を加算した値です。  例えばＡモードの
　　　　　　　　　　   公称±１０ｖ範囲ならＶspan＝２6.２１４４ｖ（0.4[mv]×65536）、
                       またＢモードなら２０ｖです。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                                     ２-２. アナログ入力範囲

　　　　　　 図２－２Ａ．バイポーラ入力　　　　　　　      図２－２Ｂ．ユニポーラ入力
　　　　　　　　　 　　　【Ａモード】　　　　　　　　　　　　　　      【Ａモード】
 (16/12 ﾋﾞｯﾄ)                                     (16/12 ﾋﾞｯﾄ)
  FFFF/FFF   　　　　　　　　　　　　　　　　     FFFF/FFF
  E1A8/FD0
                                                  C350/FA0

  8000/800
                                                  61A8/7D0

  1E58/030
  0000/000                                        0000/000
        　　-FS          0           +FS                  0           FS/2         +FS

　　　　　　 図２－２Ｃ．バイポーラ入力　　　　　　　　　   図２－２Ｄ．ユニポーラ入力
　　　　　　　　　　　　【Ｂモード】　　　　　　　　　　　　　　　　   【Ｂモード】
 (16/12 ﾋﾞｯﾄ)                                     (16/12 ﾋﾞｯﾄ)
  FFFF/FFF 　　　　　　　　　　　　　　　　       FFFF/FFF

  8000/800                                        8000/800

  0000/000                                        0000/000
　　　   -FS             0             +FS                0             FS/2           +FS
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２-２. アナログ入力範囲                                                                     《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

　　　　   表２－２Ｄ．１６ビットＡＤデータ vs アナログ入力　【Ａモード】

　ＡＤデータ      　　　　　   アナログ入力範囲（表２－２Ａ参照）
  hex / 10 進    ±10v     ±5v    ±2.5v   0～+10v   0～+5v

 FFFF / 65535   +13.1068   + 6.5534  ＋ 3.2767   +13.1070   + 6.5535

 E1A8 / 57768   +10.0000   + 5.0000  ＋ 2.5000

 C350 / 50000   +10.0000   + 5.0000

 8001 / 32769   + 0.0004   + 0.0002  ＋ 0.0001
 8000 / 32768     0.0000     0.0000     0.0000
 7FFF / 32767  － 0.0004  － 0.0002  － 0.0001

 61A8 / 25000   + 5.0000   + 2.5000

 1E58 /  7768  －10.0000  － 5.0000  － 2.5000

 0001 /     1  －13.1068  － 6.5534  － 3.2767   + 0.0002   + 0.0001
 0000 /     0  －13.1072  － 6.5536  － 3.2768     0.0000     0.0000

《注》当表中の±１０ｖを超える値は理論値。
      アナログ回路に使用されている素子の仕様から±１０ｖを超える値の正確度は保証されない。

　　　　 表２－２Ｅ．１６ビットＡＤデータ vs アナログ入力　【Ｂモード】

　ＡＤデータ 　　　　　　　 　アナログ入力範囲（表２－２Ａ参照）
  hex / 10 進    ±10v     ±5v    ±2.5v   0～+10v    0～+5v

 FFFF / 65535  + 9.99969  + 4.99985  ＋2.49992  + 9.99985  + 4.99992

 E1A8 / 57768  + 7.62939  + 3.81470  ＋1.90735

 C350 / 50000  + 7.62939  + 3.81470

 8001 / 32769  + 0.00031  + 0.00015  ＋0.00008
 8000 / 32768    0.00000    0.00000    0.00000  + 5.00000  + 2.50000
 7FFF / 32767 － 0.00031  －0.00015  －0.00008

 61A8 / 25000  + 3.81470  + 1.90735

 1E58 /  7768 － 7.62939  －3.81470  －1.90735

 0001 /     1 － 9.99969  －4.99985  －2.49992  + 0.00015  + 0.00008
 0000 /     0 －10.00000  －5.00000  －2.50000    0.00000    0.00000
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                                     ２-３. アナログ入力特性

２２２２----３３３３. . . . アナログ入力特性アナログ入力特性アナログ入力特性アナログ入力特性（５ﾍﾟｰｼﾞ記載の仕様一覧を併せて参照）

 ◆ＡＤ変換誤差：    本機のＡＤ入力は【Ａモード／±１０ｖ範囲】で最終調整されていますが
                    高精度部品の使用により入出力範囲を切り替えても多くの用途では再調整の
                    必要がありません。（２－２項参照）  特定の入力範囲で最も正確度を良く
                    したいときは再調整（７－３項）を行ってください。
                      御希望により当社でも（有償で）行います。

  ◆温度ドリフト：    ＡＤボードの周囲温度が変化したとき、同一のアナログ入力に対するＡＤ
                    変換データが変化する度合いを（対フルスケール比で）示します。
                      ★本システムでは【typ.２５ｐｐｍ／℃】です。

  ◆経年変化    ：    経年変化のデータはありません。  充分な精度の維持が必要な用途では、
                    年に１～２回（夏・冬）標準電圧源などで校正し、必要な場合には再調整を
                    行うとよいでしょう。  御希望により当社でも（有償で）行います。

  ◆内部雑音    ：    本ボード内部の雑音は各チャンネルの入力端をアナログ・グランドＡＧに
                    短絡してみれば見当がつきます。＜実際の組み込みシステムに依存＞
                      ★本システムでは【typ.±６ＬＳＢ】です。

  ◆入力耐圧    ：    本ボードのアナログ入力回路は±３５ｖまでの過電圧に対して保護されて
                    いますが、これを超える入力電圧が印加されると構成素子故障の原因となり
                    ます。
                      入力電圧が（過渡的でも）±３５ｖを超える恐れがある場合は入力保護の
                    対策が必要です。  ただし、マルチプレクサ内の直列抵抗を含む保護回路は
                    入力の浮遊容量と併せてローパスフィルタを構成するだけでなく漏れ電流に
                    よる誤差の原因となりますから必要最小限とするべきでしょう。

                                        図２－３．ツェナーダイオードによる保護回路例

                                        ボード外部             ボード内部                         マルチ
                                   Ｒ                ｃｈ.ｎ                                      プレクサ
                電圧
                信号源             ツュナー                           標準                       （半導体）
                                   ダイオード                         １０ＭΩ
                                                       ＡＧ
                                    

                              計算例：    １５ｖツュナーダイオード（５００ｍｗ定格）２本と直列抵抗Ｒを
                                        上図のように接続して、過電圧１００ｖ保護動作時のダイオード消費
                                        電力を１５０ｍｗ（１５ｖ×５ｍＡ）とすると、

                                                     直列抵抗Ｒ＝（１００－１５）÷５ｍＡ＝１７ＫΩ
                                         保護動作時の消費電力Ｐ＝（１００－１５）×５ｍＡ＝４２５ｍｗ

                                         【注１】直列抵抗Ｒには余裕をみて１Ｗ型を使用する。

                                         【注２】  ツュナーダイオードの漏れ電流（凡例＝１００ｎＡ）と
                                                 直列抵抗Ｒによる電圧降下が正常動作時の誤差となる事に
                                                 御注意ください。



30

２-４. デジタル入出力回路                                                                   《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

２２２２----４４４４. . . . デジタル入出力回路デジタル入出力回路デジタル入出力回路デジタル入出力回路

    外部クロック源入力、外部トリガ入力、外部割り込み入力、汎用１ＢＩＴデジタル入力は全て
  ＴＴＬレベルであり１０ＫΩでプルアップされています。 クロック出力はＴＴＬレベルです。
    汎用１ＢＩＴデジタル出力はオープンコレクタですが、接続先がＴＴＬレベル入力のときには
ボード上のスイッチＳ－ＰＵＰ設定により１ＫΩのプルアップ抵抗を接続（出荷時の状態）して
対応することができます。
  なお電源投入直後の汎用デジタル出力は“０”となりますが、リセット操作（３－４項）では
変化しません。

                                             図２－４Ａ．全てのデジタル入力

                                   ＋５ｖ出力                           ＋５ｖ
                                                  １０
                                                  ＫΩ
                                     Ｄ０
                                                                    ＴＴＬ素子

                                     ＤＧ                               ０ｖ
                                                                     （電源リターン）

                【注意】  ＴＴＬ入力の絶対最大定格は負側：－０.６ｖ、正側：＋７ｖです。
                        この値を一瞬でも超えると入力端素子破壊の原因になります。
                        （７－２項に注意点や対策を記します。）

                                             図２－４Ｂ．汎用デジタル出力

                                  ＋５ｖ出力                          ＋５ｖ
                                                           １ＫΩ
                                                                        スイッチ
                                           Ｓ－ＰＵＰ        Ｕ         Ｓ－ＰＵＰ：Ｕ側（プルアップ）／集荷時
                                                                                  ：Ｏ側（オープンコレクタ）
                                                             Ｏ
                                                                    オープンコレクタ素子
                                     Ｑ０
                                                                   
                                                            
                                     ＤＧ                                ０ｖ
                                                                     （電源リターン）

                           デジタル出力論理はボード上のスイッチＳ－ＰＯＬＳ－ＰＯＬＳ－ＰＯＬＳ－ＰＯＬで設定します。
                                      【出荷時：Ｐ（正論理）】、または【Ｎ（負論理）】

                                      ★出力素子： ７５４５２ＢＮ（ＴＩ社製ほか）
                                                   最大シンク電流＝１００ｍＡ
                                                   最大ＣＥ間電圧＝３０ｖ
                                                   ＣＥ間飽和電圧＝０.８ｖ
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                               ３-１. ＡＤサンプリング動作・トリガ動作の様子

第３章．制御・操作

◆基本操作

   本機の運転・操作は各機能が割付け設定された制御レジスタ（Ｉ／Ｏ、またはメモリ）に対する
 入出力命令により行います。

◆実用プログラムの作成

　 ３－１項～３－３項で制御構造・手順を、また３－４項以下で各制御要素（レジスタ）の定義を
 学習してから、第４章で示すサンプルプログラムソース(Ｃ､およびＢＡＳＩＣ)を見てください。

　 ＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８／ＭＥ／ＮＴ／ＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８／ＭＥ／ＮＴ／ＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８／ＭＥ／ＮＴ／ＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８／ＭＥ／ＮＴ／2000200020002000／ＸＰ／ＸＰ／ＸＰ／ＸＰの場合は汎用のＩ／Ｏ読み書きＤＬＬ＆
 デバイス･ドライバが添付されています。 基本的には当ＤＬＬを使用してボード上の各レジスタを
 読み書きすることでプログラミング可能です。
   また、ＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８／ＭＥ／ＮＴ／ＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８／ＭＥ／ＮＴ／ＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８／ＭＥ／ＮＴ／ＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８／ＭＥ／ＮＴ／2000200020002000／ＸＰ／ＸＰ／ＸＰ／ＸＰ用の本ボードに特化した本ボードに特化した本ボードに特化した本ボードに特化したハンドラ
（基本機能関数ＤＬＬ＆デバイスドライバ）と使用例も用意されています。／第６章／

             （WINDOWS NT/2000/XP の場合）   （WINDOWS95/98/ME の場合）

                    ユーザプログラム               ユーザプログラム

                 割り込み    Ｉ／Ｏ             割り込み   Ｉ／Ｏ
        （添付添付添付添付）   通知        実行               通知       実行
                        （ＤＬＬ）                   （ＤＬＬ）

                         デバイス                 デバイス
        （添付添付添付添付）         ドライバ                 ドライバ

                         本ボード                      本ボード

３３３３----１１１１....    ＡＤサンプリング動作ＡＤサンプリング動作ＡＤサンプリング動作ＡＤサンプリング動作・トリガ動作の様子・トリガ動作の様子・トリガ動作の様子・トリガ動作の様子

   本機には２種類のサンプリング・モードがあります。
   いずれの場合もサンプリングされた結果のＡＤデータ（２バイト構成）は順番にＦＩＦＯバッ
 ファメモリに書き込まれて行きます。  パソコン側からはＦＩＦＯメモリの充満状態を示すフラ
 グを参照しながらＡＤデータを古い順に読み込みます。【３－２項参照】

   ＦＩＦＯメモリの充満状態を示すフラグは、割り込み要求発生に使用することもできます。

   ＦＩＦＯメモリ容量は標準１０２４語（３２Ｋ語まで増設可能）ですから、パソコン側の読み
 込み速度がサンプリング速度に追いつかずオーバーフローを起こしたような場合でも、その時点
 でＦＩＦＯメモリ容量だけの有効データを確保することができます。

  ◇  本ボードからの実用的なＡＤデータ転送速度は（専念したとして）５００Ｋ語／sec 程度は
    ありますから、通常は本機の最高速度を実現することが充分可能です。
      但し表示や他の制御等を含む応用では時分割のマルチタスクとなり、（それらの）処理時間
    次第で実現可能な最高速度が決まります。
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３-１. ＡＤサンプリング動作・トリガ動作の様子                                              《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

 ■マニュアルサンプリング  ：    指定したアナログ入力チャンネル群に対して１回だけＡＤサン
 （１回サンプリングスキャン）  プリング（＆ＦＩＦＯメモリに転送）を実行するものです。
                                 チャンネル０を先頭に指定最終チャンネまで自動実行します。
                                 アナログ入力端は順次・切り替えてＡＤ変換するため各チャン
                               ネルの実行時刻に（一定の）差が生じます。  その値は、

                                          ☆ 高速スキャンモード： １０μｓ
                                          ☆ 低速スキャンモード： ２０μｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　                     図３－１Ａ．１回ＡＤサンプリング・スキャン

     １回サンプリング・スキャン実行               ０    １   ２   ３                              Ｎ

    （ ▲：サンプルホールド時刻）              ▲    ▲   ▲    ▲   （スキャンｃｈ０～Ｎまで） ▲

                      操作手順   （１）制御部リセット【３－４項】：制御部リセット
                                 （２）動作条件設定  【３－５項】：スキャン速度設定
                                                     【３－６項】：ＡＤデータコード設定
                                                     【３－７項】：使用チャンネル数指定
                                                     【３－11 項】：トリガモード設定（マニュアルに指定）
                                 （３）動作開始      【３－12 項】：マニュアル（１回）サンプリングスタート
                                 （４）ステータス検査【３－13 項】：ステータスの読み込み／評価
                                 （５）ＡＤデータ取得【３－14 項】：ＡＤデータを（ＦＩＦＯから）読み出す

 ■連続（自動）サンプリング：   指定したアナログ入力チャンネル群に対して指定したトリガ、
                              クロックでＡＤサンプリング（＆ＦＩＦＯメモリに転送）を連続
                              自動的に実行するものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  図３－１Ｂ．連続サンプリング

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　  クロック周期　　　　　　　　　　 クロック周期
　　　　  サンプリング
　　　　  クロック
　　　  （外部にも出力）

　　 　サンプリング実行　　　　　１回サンプリング　　　　　　　   １回サンプリング　　　　　　　　１回サン

                                  （図３－１Ａ）                    （図３－１Ａ）               （図３－１Ａ）

                      操作手順   （１）制御部リセット【３－４項】：制御部リセット
                                 （２）動作条件設定  【３－５項】：スキャン速度設定
                                                     【３－６項】：ＡＤデータコード設定
                                                     【３－７項】：使用チャンネル数指定
                                                     【３－８項】：クロック源指定（内部／外部）
                                                     【３－９項】：クロック源分周比（クロック値）の設定
                                                     【３－10 項】：内部（アナログ）トリガレベルの設定＜任意＞
                                                     【３－11 項】：サンプリングモードの設定
                                                     【３－15 項】：割り込み要求発生要因の設定＜注＞＜任意＞

    （３）動作開始      【３－11 項】：トリガモード設定＜任意＞
                                 （４）ステータス検査【３－13 項】：ステータスの読み込み／評価
                                 （５）ＡＤデータ取得【３－14 項】：ＡＤデータを（ＦＩＦＯから）読み出す

                                       ＜注＞ 割り込みを使用時はデバイスドライバ中でクリア操作【３－16 項】を
                                              行う必要があります。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                               ３-１. ＡＤサンプリング動作・トリガ動作の様子

 ■ 最高サンプリング速度：   １回サンプリング・スキャン実行時間の逆数が本ボード自体の
                           最高サンプリング周波数（可能なサンプリングクロック）となり
                           ます。  １回サンプリング・スキャン実行時間は、

                             ☆高速スキャンモード：（使用チャンネル数）×１０μｓ
                             ☆低速スキャンモード：（使用チャンネル数）×２０μｓ です。

 ■トリガ機能：  本機のトリガは連続サンプリングを開始させるものです。【３－11 項参照】
　◇ソフトトリガはプログラム上・任意のプロセスで実行できる即トリガ（即スタート）機能。
　◇外部トリガは外部ＴＴＬ入力信号の指定エッジ、または指定アクティブ期間で機能します。
　◇内部（アナログ）トリガは指定条件とチャンネル０入力をボード上で比較して機能します。

　　　　　　　図３－１Ｃ．アナログ・エッジトリガ　　　　　　　　　　 図３－１Ｄ．アナログ・レンジトリガ

 　トリガ　　　　　　　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　   　トリガ　　 　 ｃ　　　　　　　　　　ｄ
 　レベル２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　レベル２

　 レベル１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　ｂ　　　      レベル１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   ｃ　　　　　　　　  　ｄ

　　　　　　　　　　　ａ：正（＋）エッジトリガ点　　　　　　　　　　　　　　　　ｃ：アウトレンジ・トリガ点
　　　　　　　 　　　 ｂ：負（－）エッジトリガ点　　　　　　　　　　　　　　　  ｄ：　インレンジ・トリガ点

　エッジトリガの場合はノイズ等による逆極性誤動作が　　　　　  レンジトリガの場合は指定したトリガレベル１，２の
起こらないようにヒステリシスを設定します。　すなわ　　　　　帯域から正負いずれかの方向に外れたＣ点でアウトレン
ち、ソフト上で指定したトリガレベル１，２を連続して　　　　　ジ・トリガ、逆に正負いずれかの方向から帯域内に入る
交差した点でトリガ発生となります。　　　　　　　　　　　　　Ｄ点でインレンジ・トリガ発生となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別称：ウインドウレンジ・トリガ）
　レベルトリガの場合はレベル１と比較極性のみ設定、
信号と大小だけを比較します。　トリガ待ち開始＝即　　　　　　　トリガレベル１，２いずれかを指定極性で交差したと
トリガ発生もあり得ます。　　　　　　　　　　　　　　　　    きに発生するレンジ・エッジトリガもあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別称：デュアルスロープ・トリガ）

　　　　　　 　図３－１Ｅ．デジタル・エッジトリガ　　　　　　　  　　図３－１Ｆ．デジタル・レベルトリガ

　　外部ＴＴＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  外部ＴＴＬ 　　　　　　　　　　 　　（正極性指定）
　　トリガ入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　トリガ入力 　　　　　　　　 　　　　（負極性指定）
　　　　　　　　　 　 ｅ　　　　　　　ｆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　 アクティブ
　　　　　　　　　 　ｅ：負（－）エッジトリガ点　　　　　　　　 　　　　 　　　 レベル
　　　　　　　　 　　ｆ：正（＋）エッジトリガ点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  デジタル・レベルトリガは指定極性のアクティブレベル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　期間中だけ自動連続サンプリングを行う。

 ■ トリガ動作遅れ：　本ボード上で自動的に行われるトリガ検出から連続サンプリング開始まで
　　　　　　　　　　の遅れ時間はトリガの種類によって少しだけ異なります。

　　　　　　　　　　　◇内部（アナログ）トリガ： 約 ５μｓ
　　　　　　　　　　　◇内部ソフトトリガ　　　： ２５０ｎｓ

◇ 外部デジタル入力トリガ： ２５０ｎｓ
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３-２. ＦＩＦＯバッファメモリの構造・動作                                                   《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３----２２２２....    ＦＩＦＯバッファメモリの構造ＦＩＦＯバッファメモリの構造ＦＩＦＯバッファメモリの構造ＦＩＦＯバッファメモリの構造・動作・動作・動作・動作

 ■ ＡＤデータ転送（ＦＩＦＯ→パソコン）
 　ＡＤ変換（サンプリング）されたデータはＦＩＦＯメモリ内にあり、パソコン側からの読み出し
 を待っています。　ソフト上ではＦＩＦＯメモリの充満状態を示すフラグを監視、または割り込み
 等を設定してアプリケーションに適した転送方法を採ります。　いずれの場合もＦＩＦＯバッファ
 メモリがサンプリング実行とデータ転送のタイミング違いを吸収するのでマルチタスクシステムを
 容易に実現することができます。

　  ◇ポーリング：　【Not-Empty】フラグを監視してＡＤデータをＩＮ命令で１語ずつ読み込む
　　　　　　　　  方法、【Not Half-Full】フラグを監視してＡＤデータをＩＮＳＢ命令でＦＩ
　　　　　　　　  ＦＯメモリ容量の半分単位で読み込むブロックＩ／Ｏ転送がある。

　  ◇割り込み　：　【Not-Empty】【Not Half-Full】【１回ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ･ｽｷｬﾝ終了】【トリガ発生】
　　　　　　　　　  【外部割り込み】等から選択した要因による割り込みでポーリングと同様の
　　　　　　　　  データ転送を実行する。

■ ＦＩＦＯメモリの動作

◇ ＦＩＦＯ（first in first out）メモリは図３－２に示すパイプ状の構造をしており、入口
    から書き込まれたデータは自動的に最奥部まで転がり込んで行き、出口では最古のデータから
    順に読み出される構造となっている。

◇ 読み書きは非同期で同時も可能。　すなわちデータの書き込み（入口）と読み出し（出口）
    は互いに相手側のタイミングに配慮する必要がない。

◇ ＦＩＦＯメモリ内部は出口から読み出された分だけ入口側に空領域が増えるので満杯となる
    前にデータを読み出す動作であればサンプリング点数を制限しない。  なお満杯時に追加書き
    込みされようとしたデータは消失し【ＥＲＲ：エラー】フラグがセット（＝１）されるが、
    この後もＦＩＦＯメモリ内のデータは有効に読み出すことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　  　図３－２．ＦＩＦＯメモリ内のＡＤデータ
　   データ入口　　　　　　　　　　　　　     （１スキャン分のみ示す）　　　　　  　　　　   データ出口
   （ＡＤ変換側）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　    （パソコン側）

　　　　　　　　　　　　　　                    Ｃ Ｃ                  Ｃ Ｃ  Ｃ Ｃ  Ｃ Ｃ
　　　　　　　　　　　       　空　　　　       Ｈ Ｈ                  Ｈ Ｈ  Ｈ Ｈ  Ｈ Ｈ
　　　　　　　　　　  　     　領  　　  　     ｎ ｎ                  ２ ２  １ １  ０ ０
　　　　　　　　　　      　   域　　　　       上 下                  上 下  上 下  上 下
　　　　　　　　　　　　　                      位 位                  位 位  位 位  位 位

　　　　　　　　　　　　　　　　                最新 （バイト・シリアルに並んでいる） 最古

　　　　　　　　　　              表３－２．ＦＩＦＯメモリ関連のステータス・フラグ

　　　フラグ名 　　　　     フラグの意味　　　　 （標準１０２４語のとき）
 Ｎｏｔ－ＥＭＰＴＹ 　　　　　　　　      １語以上。　（格納データ数 ≧ １）
 Ｎｏｔ－ＨＡＬＦ－ＦＵＬＬ 　          ［容量の半分］以下。　（格納データ数 ≦ ５１２）【注】
 ＥＲＲ  サンプリング・エラー発生。   ◆データ読み出しが遅いためメモリが溢れた、

                                または実力以上の速度で書き込みした。

　　【注】　オプションの１６ＭＢ（＝８Ｍ語）、または６４ＭＢ（＝３２Ｍ語）ＦＩＦＯモジュールを使用するときは
　　　　　＜容量の半分＞以下ではなく、同モジュール上のＤＩＰスイッチで指定したバイト数（＝語数の２倍の値）。
　　　　　　選択肢：５１２Ｂ／１ＫＢ／２ＫＢ／４ＫＢ／８ＫＢ／１６ＫＢ／３２ＫＢ／６４ＫＢ
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                   ３-３. 制御レジスタＩ／Ｏアドレス・マップ

３３３３----３３３３. . . . 制御レジスタＩ／Ｏアドレス制御レジスタＩ／Ｏアドレス制御レジスタＩ／Ｏアドレス制御レジスタＩ／Ｏアドレス・マップ・マップ・マップ・マップ

   表３－３に本ボード上の各制御レジスタＩ／Ｏアドレスを記します。
   表中の【BASE】はプラグアンドプレイで設定されるＩ／Ｏベースアドレス値です。

                          表３－３．制御レジスタＩ／Ｏアドレス

   I/O ｱﾄﾞﾚｽ  IN/OUT          ポート／レジスタ名・機能    記載項
 IN

【ＢＡＳＥ】＋Ｄ     OUT  アナログ入力チャンネル・スキャン速度指定   【３-５】
 IN

【ＢＡＳＥ】＋Ｃ     OUT
 IN  ボード番号（スイッチＳＷ－ＢＮの設定値）   【３-４】

【ＢＡＳＥ】＋Ｂ     OUT
 IN  汎用デジタル入力／現在値

【ＢＡＳＥ】＋Ａ     OUT  汎用デジタル出力／ラッチ
  【３-18】

 IN
【ＢＡＳＥ】＋９     OUT  （クロック源）分周比設定   【３-９】

 IN
【ＢＡＳＥ】＋８     OUT  クロック源選択   【３-８】

 IN  ボード制御部リセット   【３-４】
【ＢＡＳＥ】＋７     OUT  アナログ・トリガレベル（２）設定   【３-10】

 IN  マニュアル（１回）サンプリングスキャン   【３-12】
【ＢＡＳＥ】＋６     OUT  アナログ・トリガレベル（１）設定   【３-10】

 IN  ステータス取得
【ＢＡＳＥ】＋５     OUT  ステータス（ビット指定）クリア

  【３-13】

 IN   
【ＢＡＳＥ】＋４     OUT  割り込み制御（要因設定）   【３-15】

 IN
【ＢＡＳＥ】＋３     OUT  トリガモード設定（含ソフトトリガ実行）   【３-11】

 IN
【ＢＡＳＥ】＋２     OUT  データコード指定   【３-６】

 IN
【ＢＡＳＥ】＋１     OUT  割り込み要求クリア   【３-16】

 IN  ＡＤデータ読み出し   【３-14】
【ＢＡＳＥ】＋０     OUT  スキャン最終チャンネル番号指定   【３-７】

◇ 【読み（ＩＮ）／書き（ＯＵＴ）】はパソコン側から見た方向。

◇  全てのポートは１バイト。

   制御操作の詳細制御操作の詳細制御操作の詳細制御操作の詳細     以下【３-４項】～【３-１８項】に各制御レジスタの詳細を記します。
                         各ポートアドレス値は表３-３を御参照ください。
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３-４．ボード制御部リセット                                                                 《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３----４．ボード４．ボード４．ボード４．ボード・リセット、認識・リセット、認識・リセット、認識・リセット、認識

     ｒｓｔ＝ｉｎｐ（BASE＋７） ； /* 制御部リセット操作 */

   本ボード全体の制御部をリセットします。  当操作で読み込んだデータ（ｒｓｔ）は本ボードの
 ＩＤです。  当操作は電源ＯＮ、またはパソコン本体のハードウエアリセットと同等の機能ですが
 汎用デジタル（ラッチ）出力だけは変化せずに保持されます。

   ◆本ボード上の各制御レジスタを初期化する。
◆ ボードステータスを初期化する。
◆ サンプリング中であれば、これを中止する。
◆ ＦＩＦＯメモリをクリアする。（格納されていた読み出し待ちＡＤデータは失われる）

 なお、◆クロック源／分周は無効となる。（要再設定）
       ◆汎用デジタル（ラッチ）出力は変化せずに保持される。

                     表３－４Ａ．【BASE＋７】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                       各ビットの機能・意味
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１
Ｂ０

             ＡＤＭ－６８９ＰＣＩのボードＩＤ＝１９（１３Ｈ）

         【注】ここで読み込まれるボードＩＤはＰＣＩバス上の DEVICEＩＤとは無関係です。
                                                       （１-４項．参照）

 ＜本ボードを複数使用する場合＞

   本ボードのＩ／Ｏアドレスはプラグアンドプレイにより（その都度）ダイナミックに割り当て
 られます。  複数の本ボードを同一システムにインストールして使用する場合、ハードウエアの
 構成・状態が変らなければ前回立上げ時と同一アドレスが割り当てられますが、増設・交換等の
 変化があった後は前回立上げ時と異なるアドレスを割り当てられることがあります。
   そのようなときに複数の本ボードを区別・特定する手段としてボード番号設定スイッチがあり
 ます。（本ボードを１枚のみ使用する場合は無用です。）

         ＢＮ＝ｉｎｐ（BASE＋Ｂ） ； /* ボード番号設定スイッチＳＷ－ＢＮ読み込み */

                     表３－４Ｂ．【BASE＋Ｂ】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ                       各ビットの機能・意味
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４

         未使用

Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１
Ｂ０

         ボード番号設定スイッチＳＷ－ＢＮの値（０～ＦＨ）
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                            ３-５．アナログ入力チャンネル・スキャン速度指定

３３３３----５．アナログ入力チャンネル５．アナログ入力チャンネル５．アナログ入力チャンネル５．アナログ入力チャンネル・スキャン速度指定・スキャン速度指定・スキャン速度指定・スキャン速度指定

      ｏｕｔｐ（BASE＋Ｄ，ｓｃｎ）；  /＊ ｓｃｎ＝スキャン速度指定データ ＊/

   アナログ入力チャンネル・スキャン速度指定データｓｃｎを書き込みます。

                       表３－５Ａ．【BASE＋Ｄ】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ    各ビットの機能・意味     ＝１のとき     ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７  未使用（無効）   ０
Ｂ６  未使用（無効）   ０
Ｂ５  未使用（無効）   ０
Ｂ４  未使用（無効）   ０
Ｂ３  未使用（無効）   ０
Ｂ２  未使用（無効）   ０
Ｂ１  スキャン速度指定データ：Ｓ１   ０
Ｂ０  スキャン速度指定データ：Ｓ０

             表３－５Ｂ参照
  ０

                             表３－５Ｂ

スキャン速度モード Ｓ１ Ｓ０    スキャン速度
確定仕様外・予備モード３  １  １  １００μｓ／ｃｈ
確定仕様外・予備モード２  １  ０    ５０μｓ／ｃｈ
低速スキャンモード  （１）  ０  １    ２０μｓ／ｃｈ
高速スキャンモード  （０）  ０  ０    １０μｓ／ｃｈ

  ◆  スキャン速度により（複数チャンネル使用時の）得られるＡＤデータの正確度が変ります。
      表２－２Ｂは信号源インピーダンスが数Ω以下（例：オペアンプ出力）のときの正確度を
    示しています。  ポテンショメータのような比較的高いインピーダンスを持つ信号源の場合、
    隣接（スキャン順が先の）チャンネルの影響を受けます。  仕様外ですがモード（２）（３）
    の利用も可能です。／２－２項参照／

                           表２－２Ｂ．スキャン速度 vs 正確度

スキャン動作モード  単ｃｈサンプル  複数ｃｈサンプル  全レンジの正確度 （最終調整レンジの正確度）★
高速スキャンモード   ２００ＫＨｚ （１０×ｃｈ）μｓ  ±０.０６８％ＦＳ   （±０.０４８％ＦＳ）
低速スキャンモード   ２００ＫＨｚ （２０×ｃｈ）μｓ  ±０.０５８％ＦＳ   （±０.０３８％ＦＳ）

                                                             ★出荷時の最終調整レンジ＝Ａモード、±１０ｖ範囲
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３-６．ＡＤデータコード設定                                                                 《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３----６．ＡＤデータコード指定６．ＡＤデータコード指定６．ＡＤデータコード指定６．ＡＤデータコード指定

      ｏｕｔｐ（BASE＋２，ｄｃｄ）；  /＊ ｄｃｄ＝データコード指定データ ＊/

   ＡＤデータコード（バイナリ、または２の補数）の設定データｄｃｄを書き込みます。

                       表３－６．【BASE＋２】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ    各ビットの機能・意味     ＝１のとき     ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７  未使用（無効）   ０
Ｂ６  未使用（無効）   ０
Ｂ５  未使用（無効）   ０
Ｂ４  ＡＤデータコード     ２の補数      バイナリ   ０
Ｂ３  未使用（無効）   ０
Ｂ２  未使用（無効）   ０
Ｂ１  未使用（無効）   ０
Ｂ０  未使用（無効）   ０
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                    ３-７．サンプリング・チャンネル数の設定

３３３３----７．サンプリング７．サンプリング７．サンプリング７．サンプリング・チャンネル数の設定・チャンネル数の設定・チャンネル数の設定・チャンネル数の設定

     ｏｕｔｐ（BASE＋０，echl）； /* echl：スキャン最終チャンネル番号（下位バイト） */
     ｏｕｔｐ（BASE＋０，echh）； /* echh：スキャン最終チャンネル番号（上位バイト） */

   各回サンプリング・スキャンはチャンネル番号の若い順（先頭＝チャンネル０）に固定されて
 おり、当ポートで最終チャンネル番号ｅｃｈを指定します。  本システムは最大１０２４チャン
 ネルまで拡張可能な構成になっているため、スキャン最終チャンネル番号は１０ビットで指定し
 ます。  必ず下位バイト、上位バイトの順に続けて書き込みます。

      ◆最終チャンネル番号ｅｃｈ＝｛（echh）×２５６｝＋（echl）

 【例】 最終チャンネル番号ｅｃｈ＝  １２７なら： echl＝１２７（３ＦＨ）、echh＝０（０Ｈ）
        最終チャンネル番号ｅｃｈ＝１０２３なら： echl＝２５５（ＦＦＨ）、echh＝３（３Ｈ）

                   表３－７Ａ．【BASE＋０】出力ポートの構成／下位バイト下位バイト下位バイト下位バイト

ﾋﾞｯﾄ       各ビットの機能・意味           指定方法・範囲 ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１
Ｂ０

スキャン最終チャンネル番号／下位バイト           ０Ｈ～ＦＦＨ

０
０
０
０
０
０
０
０

                   表３－７Ｂ．【BASE＋０】出力ポートの構成／上位バイト上位バイト上位バイト上位バイト

ﾋﾞｯﾄ       各ビットの機能・意味           指定方法・範囲 ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２

  

             未使用

０
０
０
０
０
０

Ｂ１
Ｂ０

スキャン最終チャンネル番号／上位バイト           ０Ｈ～３Ｈ ０
０



40

３-８．クロック源の指定                                                                     《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

    ３３３３----８．クロック源の選択８．クロック源の選択８．クロック源の選択８．クロック源の選択

　   ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋８，ｃｋｓ）；　/* ｃｋｓ：クロック源選択 */

  ここで選択されたクロック源信号は次項で説明するプログラマブルカウンタにより分周されて
目的の連続サンプリング・クロックとなります。  例えば外部クロック源（CLK-IN）入力を選択

  し、分周比を１／１に設定すれば、外部イベントに同期したサンプリングとなります。

　　　　　　　       　表３－８Ａ．【ＢＡＳＥ＋８】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　各ビットの機能・意味   ＝１のとき   ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７  外部クロック源（使用時）の有効極性指定 　 ↑（＋） 　 ↓（－） 　０
Ｂ６
Ｂ５

 内部クロック源（使用時）の選択データ 　  【表３－８Ｂ】参照。 　０
　０

Ｂ４  クロック源選択（外部／内部） 　　 外部 　　 内部 　０
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１
Ｂ０

 未使用

　　　　表３－８Ｂ．選択される内部クロック源

　ビット 　　　　    選択される内部クロック源
Ｂ６ Ｂ５ 　　クロック源周波数 　　　主な用途
 １  １ 　　無効
 １  ０ 　　オプション  任意
 ０  １ 　　  ８.１９２ＭＨｚ  周波数解析
 ０  ０ 　　１０.０００ＭＨｚ  汎用計測

　   オプションのクロック源素子（１０ＭＨｚ以下）は本ボード上の
   ソケットに装着することにより使用可能となります。

　   素子名 ◆ＪＸＯ-５Ｓ-□□ＭＨｚ（金石）、または
　　  　    ◆ＤＯＣ-４９Ｓ１-□□ＭＨｚ（大真空）、または
            ◆ＳＧ-８００２ＤＣ-□□□Ｍ-ＰＴＢＳ（ＥＰＳＯＮ）
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                           ３-９.（クロック源）分周比の選択

３３３３----９９９９....（クロック源）分周比の設定（クロック源）分周比の設定（クロック源）分周比の設定（クロック源）分周比の設定    ....... 連続サンプリングクロック値の設定。

①  ｏｕｔｐ（BASE＋９，ｄｉｖ１）；  /＊ ｄｉｖ１＝分周比Ａの下位バイト ＊/
②  ｏｕｔｐ（BASE＋９，ｄｉｖ２）；  /＊ ｄｉｖ２＝分周比Ａの上位バイト ＊/
③  ｏｕｔｐ（BASE＋９，ｄｉｖ３）；  /＊ ｄｉｖ３＝分周比Ｂの下位バイト ＊/
④  ｏｕｔｐ（BASE＋９，ｄｉｖ４）；  /＊ ｄｉｖ４＝分周比Ｂの上位バイト ＊/

     クロック源の分周比データを（BASE＋９ポートに）書き込みます。
     必ず４バイト続けて書き込んで下さい。
     分周は１６ＢＩＴ構成のカウンタＡ，Ｂを直列接続した３２ＢＩＴで行われます。
     分周データＡ，Ｂの範囲は各１～６５５３５で、各専用レジスタに書き込まれます。
     内部クロック源１０ＭＨｚ（周期１００ｎｓ）を選択したときの最長クロック周期は、

         ★（１００ｎｓ）×６５５３５×６５５３５＝４２９.４８３６２２５秒

                    表３－９．【ＢＡＳＥ＋９】出力ポートの構成

ビット   ①分周比Ａ下位   ②分周比Ａ上位    ③分周比Ｂ下位   ④分周比Ｂ上位 リセット時
 Ｂ７ （ｄｉｖ１） ａ７ （ｄｉｖ２） ａ１５ （ｄｉｖ３） ｂ７ （ｄｉｖ４） ｂ１５
 Ｂ６ （   〃   ） ａ６ （   〃   ） ａ１４ （   〃   ） ｂ６ （   〃   ） ｂ１４
 Ｂ５ （   〃   ） ａ５ （   〃   ） ａ１３ （   〃   ） ｂ５ （   〃   ） ｂ１３
 Ｂ４ （   〃   ） ａ４ （   〃   ） ａ１２ （   〃   ） ｂ４ （   〃   ） ｂ１２
 Ｂ３ （   〃   ） ａ３ （   〃   ） ａ１１ （   〃   ） ｂ３ （   〃   ） ｂ１１
 Ｂ２ （   〃   ） ａ２ （   〃   ） ａ１０ （   〃   ） ｂ２ （   〃   ） ｂ１０
 Ｂ１ （   〃   ） ａ１ （   〃   ） ａ９ （   〃   ） ｂ１ （   〃   ） ｂ９
 Ｂ０ （   〃   ） ａ０ （   〃   ） ａ８ （   〃   ） ｂ０ （   〃   ） ｂ８

変化しない

     （クロック源）                      図３－９，連続サンプリングクロックの発生構造

     １０.００ ＭＨｚ

８.１９２ＭＨｚ                        （分周比Ａ）                 （分周比Ｂ）

                            選択         １６ＢＩＴカウンタＡ        １６ＢＩＴカウンタＢ        サンプリング
       オプション                                                                                クロック

                                         １６ＢＩＴレジスタＡ        １６ＢＩＴレジスタＢ
     外部クロック源
                                       下位バイト   上位バイト      下位バイト  上位バイト

◆ 内部クロック源１０.００ＭＨｚ および ８.１９２ＭＨｚは本ボード標準装備。

  《分周動作》    連続サンプリング開始のトリガを認識すると分周動作が開始されます。
                  レジスタからカウンタにロードされた分周比データはクロック源周期ごとに
                ダウンカウントされて行き、０に達するとタイミング信号を発生させると同時
                に再びレジスタからカウンタにロードされる繰り返しとなるります。
                  このタイミング信号が各回サンプリング・スキャンの実行開始タイミングと
                なります。
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３-10．内部（アナログ）トリガレベルの設定                                                   《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３-10-10-10-10．内部．内部．内部．内部（アナログ）トリガレベルの設定（アナログ）トリガレベルの設定（アナログ）トリガレベルの設定（アナログ）トリガレベルの設定

①  ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＴＧＬ１）；  /＊ ＴＧＬ１＝トリガレベル・データ１ ＊/
②  ｏｕｔｐ（BASE＋７，ＴＧＬ２）；  /＊ ＴＧＬ２＝トリガレベル・データ２ ＊/

    アナログ・トリガレベル指定データを（BASE＋６、BASE＋７ポートに）書き込みます。
    必ず２データ続けて書き込んで下さい。
    レベルトリガ・モードのときは（表３－10Ａのように）ＴＧＬ２は無効ですが、必ず形式的な
  ダミーデータを書き込んでください。
    本機が（内部＝アナログ）トリガ待ち状態の時はチャンネル０入力が一定周期【注】で連続的
に監視サンプリングされ、ＡＤ変換値の上位８ＢＩＴが当トリガレベル・データと比較されてい
ます。  トリガが認識されると（３－９項で説明した）分周動作が開始されます。  すなわち、
連続サンプリングのスタートです。【注】一定周期：約５μｓ。
  ここで指定するトリガレベル・データＴＧＬ１、およびＴＧＬ２は（次３-11 項で設定される）
トリガモードにより表３－10Ａの意味を持ちます。
       
                  表３－10Ａ．トリガモード ｖｓ トリガレベル・データ

トリガレベル・データ エッジトリガの場合 レベルトリガの場合 レンジトリガの場合
    ① ＴＧＬ１ トリガ基準レベル トリガ基準レベル トリガレベル下限値
    ② ＴＧＬ２ ヒステリシス・レベル ダミーデータ トリガレベル上限値

                          トリガレベル・データ ＴＧＬの算出ＴＧＬの算出ＴＧＬの算出ＴＧＬの算出

    ◆ユニポーラ入力範囲のとき： ＴＧＬ＝ Ｖtg ÷（Ｖspan ÷ 256）       digit
    ◆バイポーラ入力範囲のとき： ＴＧＬ＝ Ｖtg ÷（Ｖspan ÷ 256）＋128  digit

                 なお、Ｖtg  ：トリガレベル電圧
                       Ｖspan：スパン（入力範囲の絶対幅／表３－10Ｂ参照）

        表３－10Ｂ．各アナログ入力範囲に対するスパン、およびトリガレベル分解能

         Ａレンジの場合         Ｂレンジの場合 アナログ入力範囲
  Ｖspan 分解能（Vspan/256）   Ｖspan 分解能（Vspan/256）

 ±10v  26.2114 ｖ   １０２.４ ｍｖ   20   ｖ  ７８.１２５  ｍｖ
 ± 5v 、 0～10ｖ  13.1072 ｖ     ５１.２ ｍｖ   10   ｖ  ３９.０６２５ｍｖ
 ±2.5v、 0～5ｖ   6.5536 ｖ     ２５.６ ｍｖ    5   ｖ  １９.５３１３ｍｖ
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                  ３-10．内部（アナログ）トリガレベルの設定

                                                                                                                内部内部内部内部（アナログ）トリガの各種形態（アナログ）トリガの各種形態（アナログ）トリガの各種形態（アナログ）トリガの各種形態

    エッジトリガエッジトリガエッジトリガエッジトリガ：  （トリガチャンネル＝スキャン先頭チャンネル）アナログ入力信号が指定トリガ
                 レベルを指定方向（極性）で交差したときに発生します。  但し、本ボードでは
                 信号に重畳した雑音による誤トリガを防ぐためにヒステリシスレベルを設定し、
                 トリガ基準レベル（TGL1）とヒステリシス・レベル（TGL2）を連続して交差した
                 時点でトリガを発生させます。

   《補足》                                                         図３-10Ａ．ヒステリシスによる
       トリガチャンネル入力信号に雑音が乗っており、                            正しいトリガ認識
     エッジトリガ・モードでヒステリシスが無いとき
     はトリガ基準レベル（ＴＧＬ１）付近で誤トリガ                   Ａ Ｂ                        Ｃ Ｄ
     発生が考えられます。
       すなわち、正極性のエッジトリガを指定してい
     るときはＤ点付近、また負極性のエッジトリガを          ＴＧＬ２
     指定しているときはＡ点付近で雑音による誤トリ          ＴＧＬ１
     ガ発生の可能性があります。
       ヒステリシス・レベル（ＴＧＬ２）の設定によ                         Ｂ：正極性エッジトリガ点
     り正しいトリガ点でのみ動作します。                                   Ｄ：正極性エッジトリガ点

    レベルトリガレベルトリガレベルトリガレベルトリガ：    トリガチャンネル入力信号がトリガ基準レベル（TGL1）の大小を単純に比較
                 します。  正極性を指定した場合はアナログ入力信号がトリガ基準レベルより
                 大きい時、負極性を指定した場合はアナログ入力信号がトリガ基準レベルより
                 小さい時にトリガ発生となります。  したがって、トリガ待ちになった瞬間に
                 トリガ発生となる場合もあります。

    レンジトリガレンジトリガレンジトリガレンジトリガ：    トリガチャンネル入力信号がトリガレベル上限値（TGL2）と同下限値（TGL1）
                 で指定する帯域から上下いずれかの方向に外れた時がアウトレンジ・トリガ、
                 逆に上下いずれかの方向から指定領域に入った時がインレンジ・トリガ（負極
                 性のレンジトリガ）です。

                                                                        図３-10Ｂ．レンジトリガの様子

   《補足》                                             ＴＧＬ２
       レンジトリガはレベル動作が一般的ですが、                         Ａ                  Ｂ
     別名〈デュアルスロープ・トリガ〉とも称する
     エッジトリガも可能です。  その場合のヒステ        ＴＧＬ１
     リシスはトリガレベル上下限値の外側、トリガ                             Ａ          Ｂ
     レベル分解能１単位（表３-10Ｂ）に固定され
     ています。                                                       Ａ：インレンジ・トリガ点
                                                                      Ｂ：アウトレンジ・トリガ点

                                                                                                                外部外部外部外部（デジタル）トリガの各種形態（デジタル）トリガの各種形態（デジタル）トリガの各種形態（デジタル）トリガの各種形態

　　　　　    　 図３-10Ｃ．デジタル・エッジトリガ　　　　　　 　　  図３-10Ｄ．デジタル・レベルトリガ

　　外部ＴＴＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    外部ＴＴＬ　　　　　　　　　　　　　（正極性指定）
　　トリガ入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   トリガ入力　　　　　　　　　　　　　（負極性指定）
　　　　　　　　　  　ｅ　　　　　　　ｆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　 アクティブ
　　　　　　　  　ｅ：負（－）エッジトリガ点　　　　　　　　 　　　　　　　    レベル
　　　　　　　　　ｆ：正（＋）エッジトリガ点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デジタル・レベルトリガは指定極性のアクティブレベル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期間中だけ自動連続サンプリングを行う。
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３-11. トリガ・モード設定（含ソフトトリガ実行）                                            《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３-11.-11.-11.-11.トリガモード設定トリガモード設定トリガモード設定トリガモード設定（含ソフトトリガ実行）

      ｏｕｔｐ（BASE＋３，ｔｇｍ）；  /＊ ｔｇｍ＝トリガモード設定データ ＊/

      トリガモード、およびサンプリングモード設定データを書き込みます。

                 表３-１１Ａ．【ＢＡＳＥ＋３】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ     各ビットの機能・意味     ＝１のとき       ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７ ソフトトリガ制御       発生   禁止（強制停止）   ０
Ｂ６ 外部トリガ入力信号制御       許可   禁止（強制停止）   ０
Ｂ５ 内部（アナログ）トリガ制御       許可   禁止（強制停止）   ０
Ｂ４ トリガ極性選択       ＋（↑）     －（↓）   ０
Ｂ３ トリガ認識モード選択２       エッジ        レベル   ０
Ｂ２ トリガ認識モード選択１       レンジ      レンジ以外   ０
Ｂ１ 未使用   ０
Ｂ０ サンプリング・モード選択  連続サンプリング マニュアル･サンプリング ０

マニュアル･サンプリング動作（Ｂ０＝０のとき） ： 次３-１２項参照。

  連続サンプリング動作（Ｂ０＝１のとき）

  ◆  連続サンプリングは連続サンプリングは連続サンプリングは連続サンプリングはトリガの発生によりスタートし、スタートの原因となったトリガ制御
    ビットのリセット（→０）により停止します。  複数のトリガを許可しておくと最初に発生
    したトリガで連続サンプリングがスタートしますが、その原因となったトリガ制御ビットを
    リセットしても他の許可されたトリガが発生すると再びスタートするので注意が必要です。

  ◆  プログラム上任意のプロセスから連続サンプリングをスタートさせるには、ソフトトリガソフトトリガソフトトリガソフトトリガ
     制御ビットＢ７をセット（０→１）します。  停止させるにはリセット（１→０）です。

  ◆   なお、サンプリング・モードがマニュアルマニュアルマニュアルマニュアル・サンプリング・サンプリング・サンプリング・サンプリング（Ｂ０＝０）のときに（Ｂ０＝０）のときに（Ｂ０＝０）のときに（Ｂ０＝０）のときに、ソフト
     トリガまたは許可されていたトリガが発生しても連続サンプリングは行われませんが、サン
     プリング・クロックは起動されます。 したがってステータスデータ【３-１３項】には反映
     されますし、また同クロックによる割り込みが許可【３-１５項】されているときは割り込み
     要求信号が発信されます。

  ◆  特殊なトリガ形態として帯域サンプリング帯域サンプリング帯域サンプリング帯域サンプリング（デジタル・レベルトリガ）動作があります。
      これは外部トリガ入力信号の指定レベル（極性）期間だけ連続サンプリングを行います。
                                                                ／図３－10Ｄ参照／
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                             ３-11. トリガ・モード設定（含ソフトトリガ実行）

                  表３-１１Ｂ．トリガモード設定ビットの組み合わせ

      選択されるトリガ名 B7 B6 B5 B4 B3 B2      備考／一般的な別呼称
ソフトトリガ １ × × × × × 即トリガ（即スタート）
エッジ・トリガ（＋） ０ １ ☆ １ １ ０
エッジ・トリガ（－） ０ １ ☆ ０ １ ０
レベル・トリガ（＋） ０ １ ☆ １ ０ ０ 帯域サンプリング（＋）

デ
ジ
タ
ル レベル・トリガ（－） ０ １ ☆ ０ ０ ０ 帯域サンプリング（－）

エッジ・トリガ（＋） ０ ★ １ １ １ ０
エッジ・トリガ（－） ０ ★ １ ０ １ ０
レベル・トリガ（＋） ０ ★ １ １ ０ ０
レベル・トリガ（－） ０ ★ １ ０ ０ ０
レベル・レンジトリガ（＋） ０ ★ １ １ ０ １ アウトレンジ・トリガ
レベル・レンジトリガ（－） ０ ★ １ ０ ０ １   インレンジ・トリガ
エッジ・レンジトリガ（＋） ０ ★ １ １ １ １ デュアルスロープ・トリガ（＋）

ア
ナ
ロ
グ

エッジ・レンジトリガ（－） ０ ★ １ ０ １ １ デュアルスロープ・トリガ（－）

                  ☆：当ビットをセット（＝１）するとアナログトリガとのＯＲ動作となる。
                  ★：当ビットをセット（＝１）するとデジタルトリガとのＯＲ動作となる。
                  ×：無視

  具体的な操作  （事前の条件設定等は別途必要）

 ◇マニュアル（１回）サンプリング： ①outp（BASE＋3，0x0） ：/＊ ﾏﾆｭｱﾙｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞに設定 ＊/
                                    ②mstr＝inp（BASE＋6） ：/＊ 次３-１２項参照 ＊/

 ◇ソフトトリガで連続サンプリング： ①outp（BASE＋3，0x81）：/＊ ソフトトリガ実行 ＊/
                                    ②outp（BASE＋3，0x01）：/＊ 強制停止 ＊/

 ◇各種トリガで連続サンプリング  ： ①outp（BASE＋3，tgm） ：/＊ 各種トリガ待ち状態 ＊/
                                    ②outp（BASE＋3，0x01）：/＊ 強制停止 ＊/

トリガ遅れ      トリガ条件が成立したとき、本ボードがこれを検出して実際に連続サンプリン
              グを開始するまでの遅れ時間はトリガの種類によって少しだけ異なります。
                その遅れ時間は、

                  ◇          ソフトトリガ： ２５０ｎｓ、

◇ 内部（アナログ）トリガ： 約 ５μｓ、

                  ◇外部（デジタル）トリガ： ２５０ｎｓ  です。
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３-11. トリガ・モード設定（含ソフトトリガ実行）                                            《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

           図３－１１Ａ，Ｂ，Ｃに一般的な連続サンプリング動作の様子を示します。

                                図３－１１Ａ．ソフトトリガによる連続サンプリング実行

    ソフトトリガ制御
             【Ｂ７】          ▲開始（即スタート）                                    △強制停止

    連続サンプリング

                              ▲ソフトトリガ発生（Ｂ７＝１）すると、即・連続サンプリングが開始され、
                              △ソフトトリガ禁止（Ｂ７＝０）することにより強制停止される。

                       図３－１１Ｂ．（内部または外部）エッジトリガによる連続サンプリング実行

        各トリガ制御
    【Ｂ６】or【Ｂ５】         ▲トリガ待ち開始                                        △強制停止

   トリガ（＋）の場合

   トリガ（－）の場合
                                     ◆
                                      トリガ発生

    連続サンプリング

▲ トリガ許可（【Ｂ６】or【Ｂ５】）後、
                              ◆最初の有効トリガエッジで連続サンプリングが開始され、
                              △トリガ禁止（【Ｂ６】or【Ｂ５】）することにより強制停止される。

                          追伸：  内部（アナログ）レベルトリガの場合は▲トリガ許可時点でトリガレベル
                                条件を満していれば即トリガ＝連続サンプリングが開始、条件を満していな
                                ければエッジトリガ待ちとなる。

                        図３－１１Ｃ．外部レベルトリガによる連続サンプリング実行（帯域サンプリング）

      外部トリガ制御
    【Ｂ６】＆【Ｂ３】        ▲トリガ待ち開始                                         △強制停止

   トリガ（＋）の場合

   トリガ（－）の場合

    連続サンプリング

▲ 外部レベルトリガ許可期間（【Ｂ６＝１】＆【Ｂ３＝１】）内の
 指定トリガレベル期間中に限り連続サンプリングを行う。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                  ３-12. マニュアル（１回）サンプリング開始

３３３３-12.-12.-12.-12.    マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（１回）サンプリング開始（１回）サンプリング開始（１回）サンプリング開始（１回）サンプリング開始

         ｓｔｒ＝ｉｎｐ（BASE＋６）；  /＊ ｓｔｒ＝ダミー（無効）データ ＊/

     当操作により指定チャンネル群に対するマニュアル（１回）サンプリングが開始されます。
     変数ｓｔｒには意味が無く、当操作の実行時に発生するＩ／Ｏ制御信号で動作します。
     プログラム上任意のプロセスで指定チャンネル群に対する各１回サンプリングを実行したい
   ときに利用します。

     サンプリングされたＡＤデータは（連続サンプリングと同様に）ＦＩＦＯバッファメモリに
   自動転送されます。  当操作の後は、ＦＩＦＯメモリの Not-Empty フラグ（次３－１３項）を
   検出するループを経てＡＤデータ読み込み（３－１４項）を実行します。

    
                       マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（１回）サンプリング操作の全手順（１回）サンプリング操作の全手順（１回）サンプリング操作の全手順（１回）サンプリング操作の全手順

   ｒｓｔ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋７）  ； /＊ 制御部リセット【３－４項】：制御部リセット ＊/
   ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋Ｄ，ｓｃｎ）； /＊ 条件設定【３－５項】：入力スキャン速度指定 ＊/
   ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋２，ｄｃｄ）； /＊ 条件設定【３－６項】：ＡＤデータコード設定 ＊/
   ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋０，ｅｃｈ）； /＊ 条件設定【３－７項】：使用チャンネル数設定 ＊/

   ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋３，０ｘ０）  ； /＊         【３－1１項】：トリガモード設定（マニュアルに指定）＊/

   ｓｔｒ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋６）    ； /＊ 動作開始【３－1２項】：マニュアル（１回）サンプリング開始  ＊/

   ｗｈｉｌｅ（（ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋５）＆ ０ｘ８０）！＝０ｘ８０））
                                     ； /＊ ステータス検査【３－1３項】；ステータスの読み込み／評価 ＊/

   ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋５, ０ｘ８０）； /＊ ステータス（ＥＯＳフラグ）クリア ＊/

   ｆｏｒ（ｃｈ＝０； ｃｈ＜＝ｅｃｈ ； ｃｈ＋＋）；/＊ チャンネル０～ｅｃｈまで ＊/
   ｛
   ＡＤＬ（ｃｈ）＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋０）；/＊ ＡＤデータ下位バイト取得【３－1４項】：ＦＩＦＯから読む ＊/
   ＡＤＨ（ｃｈ）＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋０）；/＊ ＡＤデータ上位バイト取得【３－1４項】：ＦＩＦＯから読む ＊/
    ｝
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３-13．ステータスデータの取得、クリア                                                       《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３-13-13-13-13．ステータスデータの取得、クリア．ステータスデータの取得、クリア．ステータスデータの取得、クリア．ステータスデータの取得、クリア

      ｓｔｓ＝ｉｎｐ（BASE＋５）；  /＊ ｓｔｓ＝ステータスデータ ＊/

      本ボードのステータスデータを読み込みます。

                 表３-１３Ａ．【ＢＡＳＥ＋５】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ     各ビットの機能・意味 ＝１のとき   ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７ EOS：各回サンプリング・スキャン終了【注１】 終了済み 実行中、その他   ０
Ｂ６ INT：割り込み要求発生              【注１】 発生済み 未発生、その他   ０
Ｂ５ TIM：各回サンプリング・スキャン開始【注１】 開始済み 未開始、その他   ０
Ｂ４ TGD：トリガ発生認識                【注２】 発生済み 未発生   ０
Ｂ３      未使用   ０
Ｂ２ ERR：エラーフラグ                  【注１】 発生 未発生   ０
Ｂ１ HLF： Not Half-full（３-２項参照） 【注２】 １／２未満 １／２以上   １
Ｂ０ EMP： Not Empty    （３-２項参照） 【注２】 データ有 データ無 ０

       【注１】  一旦セットされるとクリア操作まで保持するラッチフラグ。

       【注２】  現在状態を刻々反映する状態フラグ。

《補足説明》

   ＥＯＳＥＯＳＥＯＳＥＯＳ：    各回のサンプリング・スキャンが終了するたびにセット（＝１）される。  すな
（Ｂ７）   わち、後述のＴＩＭからサンプリング・スキャン実行時間だけ遅れてセットされる。

   ＩＮＴＩＮＴＩＮＴＩＮＴ：    割り込み要求が発生（３-１５項）するとセット（＝１）される。
  （Ｂ６）

            ＴＩＭＴＩＭＴＩＭＴＩＭ：    各回のサンプリング・スキャンが開始されるたびに（連続サンプリングクロック
（Ｂ５）   の前縁で）セット（＝１）される。

   ＴＧＤＴＧＤＴＧＤＴＧＤ：    許可されたトリガ（内部／外部／ソフト）が発生するとセット（＝１）される。
（Ｂ４）     トリガ禁止操作（３－１０項）でクリアされる。
             外部デジタル入力によるレベルトリガ（帯域サンプリング）動作のときは同有効
             レベル期間中だけセット（＝１）される。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                       ３-13．ステータスデータの取得、クリア

   ＥＲＲＥＲＲＥＲＲＥＲＲ：    サンプリング動作エラー（以下①②ケースのいずれか）発生時にセット（＝１）
  （Ｂ２）   され、制御部リセット操作（３－４項）まで保持される。

               ①  ＦＩＦＯバッファメモリが満杯になった状態で、次のデータは書き込みが
                 成らず消失された。《データロスト・エラー》

               ②  本機の（実力）最高サンプリング速度以上のクロック値を指定して連続サ
                 ンプリングを実行した。《オーバーラン・エラー》

   ＨＬＦＨＬＦＨＬＦＨＬＦ：    ＦＩＦＯバッファメモリ内がサンプリングされたデータで《半分＋１》以上に
  （Ｂ１）   なった時にセット（＝０＝０＝０＝０）され、読み出しの実行で《半分＋１》未満になるとリ
             セット（＝１＝１＝１＝１）される。／Not Half-full／
               本機のＦＩＦＯメモリ容量は標準１０２４語、《半分＋１》＝５１３語。

   ＥＭＰＥＭＰＥＭＰＥＭＰ：    ＦＩＦＯバッファメモリにサンプリングされたデータが１個でも書き込まれる
  （Ｂ０）   とセット（＝１）され、空になるとクリア（＝０）される。／Not Empty／

   ステータス・クリア操作

      ｏｕｔｐ（BASE＋５，ｓｔｃ）；  /＊ ｓｔｃ＝ステータス（の指定ビット）クリア ＊/

      ステータスデータ（の指定ビット）、またはＦＩＦＯメモリ素子をクリアします。
      この動作は当出力命令実行の瞬間に行われ、当出力データは保持されません。

                   表３-１３Ｂ．【ＢＡＳＥ＋５】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ     各ビットの機能・意味   ＝１のとき   ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７ EOS【注１】ビットのクリア制御   クリアする  クリアしない   ０
Ｂ６ INT【注１】ビットのクリア制御   クリアする  クリアしない   ０
Ｂ５ TIM【注１】ビットのクリア制御   クリアする  クリアしない   ０
Ｂ４ 未使用
Ｂ３ 未使用
Ｂ２ ERR【注１】ビットのクリア制御   クリアする  クリアしない   ０
Ｂ１ 未使用
Ｂ０ ＦＩＦＯメモリ素子だけのクリア【注３】   クリアする  クリアしない ０

      【注３】 ＦＩＦＯメモリ内の残りデータを破棄し、ＥＭＰ，ＨＬＦフラグをリセットする。



50

３-14．ＡＤデータの読み込み                                                                 《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３-14-14-14-14．ＡＤデータの読み出し．ＡＤデータの読み出し．ＡＤデータの読み出し．ＡＤデータの読み出し

   ＦＩＦＯバッファメモリ内のＡＤデータは図３－１４に示す配置となっています。  これらを
 逐次読み出し、パソコン側のメモリに転送する方法は通常の入力命令のほかにブロック入力命令
 もあります。

◆ 通常の入力命令の場合はバイト単位で（連続して）読み出します。
      ソフト上ではサンプリングされたＡＤデータがＦＩＦＯメモリ内に１個以上有るか／空かを
    示すステータスフラグＥＭＰ（前３－１３項）をポーリングするか、または同ステータスによ
    る割り込みを使用します。

   《読み込み操作例》

        ＡＤＬ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋０）； /＊ ＡＤＬ＝下位バイト・データ（D7～D0）＊/
        ＡＤＨ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋０）； /＊ ＡＤＨ＝上位バイト・データ（D15～D8）＊/

◆   ８０２８６以上のＣＰＵ搭載パソコンでは複数のデータを連続して読み出し、パソコン側の
    メモリに転送するブロック入力転送命令（ＩＮＳＢ命令）を使用することができます。
      この場合はＦＩＦＯメモリ内に蓄積されたＡＤデータがＦＩＦＯメモリ容量ＦＩＦＯメモリ容量ＦＩＦＯメモリ容量ＦＩＦＯメモリ容量の〈半分＋１〉
    以上か／未満かを示すステータスフラグＨＬＦ（前３－１３項）をポーリングするか、または
    同ステータス変化による割り込みを使用します。

  ◆  本ボード搭載のＦＩＦＯメモリ入力速度（使用ﾁｬﾝﾈﾙ数 ×ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周波数）が出力側の読み
    出し速度（パソコン側へのデータ転送速度）より速いときは、同メモリの充満量が次第に増え
    てゆき、ついにはオーバーフローを起こしてエラー（ＥＲＲ）フラグが立ちます。
      当時点以降にサンプリングされた新データは全て消失されますが【ここでトリガ禁止操作に
    よりサンプリング動作を止めれば】ＦＩＦＯメモリ内の残りデータは全て有効に読み出すこと
    ができます。  【注】オーバーフロー発生がブロック転送実行タイミングと重なった場合は、
    ＦＩＦＯメモリ末尾側に最大１ブロック転送分の空領域を残すような形となります。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                                 ３-14．ＡＤデータの読み込み

                    図３－１４．ＦＩＦＯメモリ内のＡＤデータ配置

     ＡＤ側                                                                       各回サンプルデータ群

                                                                                チャンネルＮの上位データ

                                                                                チャンネルＮの下位データ

                         空領域

                          

                                                                                チャンネル２の上位データ
                 Ｍ回目のサンプルデータ群
                                                                                チャンネル２の下位データ

                                                                                チャンネル１の上位データ

                 ３回目のサンプルデータ群                                       チャンネル１の下位データ

                 ２回目のサンプルデータ群                                       チャンネル０の上位データ

                 初回目のサンプルデータ群                                       チャンネル０の下位データ

   パソコン側
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３-15．割り込み制御                                                                         《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３-15-15-15-15．割り込み制御．割り込み制御．割り込み制御．割り込み制御

　   ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋４，ｉｒｍ）；　/* ｉｎｍ：割り込み要求の発生要因制御 */

   本ボードからパソコン本体内割り込みコントローラに発信する割り込み要求の発生要因を制御し
 ます。　複数の要因を許可するとＯＲ動作となります。  なお本ボードで割り込みを使用するには
 インストール時にリソースを取得しておく必要があります。（１－４項／インストール／参照）

                  【割り込みを使用しない場合は操作不要です。／読み飛ばしてください。】

　　　　　　　　　表３－１５．【ＢＡＳＥ＋４】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　各ビットの機能・意味  ＝１のとき  ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７ 　外部割り込み信号（INT-IN）の有効極性指定 　↑（＋） 　 ↓（－） 　０
Ｂ６ （FIFO）HALF-FULL 状態に変化       による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０
Ｂ５ （FIFO）Not-EMPTY 状態に変化      による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０
Ｂ４ 　未使用 　０
Ｂ３ 　１回サンプリング・スキャン終了  による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０
Ｂ２ 　トリガ発生　　　　　　          による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０
Ｂ１ 　外部割り込み信号（INT-IN）      による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０
Ｂ０ 　連続サンプリング・クロック　    による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０

《 補助説明 》
  Ｂ７：    外部割り込み信号（INT-IN）が許可された場合の信号エッジ極性（↑↓）指定。

　Ｂ６：　　ＦＩＦＯメモリ内の待機データが半分（標準 1Ｋ語のとき５１２）を超えた状態が
　　　　　発生したタイミングによる割り込み制御。

　Ｂ５：　　ＦＩＦＯメモリ内が空から１データ入ったタイミングによる割り込み制御。

  Ｂ３：    各回サンプリング・スキャン終了タイミングによる割り込み制御。

Ｂ０：　　指定クロックの有効エッジによる割り込み制御。
          （各回サンプリング・スキャン開始タイミングによる割り込み制御。）

  実際に割り込みを使用するには、 ◆割り込みリソースを取得する。（１-４項）
                                 ◆割り込み処理サブルーチンを用意する。

　　　　　　　　　　　　         　◆ドライバで割り込みを使用するように設定する。

  このあと、当割り込み制御ポートに書き込みを行いますが、ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＮＴでは
  割り込みコントローラ素子（パソコン本体内）をアプリケーションで直接操作することはせず、
デバイスドライバが事前・事後の処理と応答操作を行い、アプリケーションには通知と戻りの
メッセージ交換で対処します。  具体的には本ボード付属のＣサンプルの該当部分を参照して
ください。《添付のデバイスドライバを使用した例》
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                                                   ３-16．割り込み要求クリア

３３３３-16-16-16-16．割り込み要求クリア．割り込み要求クリア．割り込み要求クリア．割り込み要求クリア

　    ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋１，０ｘ０） ；　/*  割り込み要求信号クリア（出力禁止） */
　    ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋１，０ｘ１） ；　/*  割り込み要求信号出力許可 */

   本ボードからパソコン本体内割り込みコントローラに発信する割り込み要求信号出力はソフト
 （ボードのドライバ）上でクリア操作する必要があります。  すなわち、ＰＣＩバスの割り込み
 信号はクリア操作まで割り込み要求状態を保持する“レベル動作”です。
   また当ポートはラッチポートですからビットＢ０で出力禁止（クリア）操作を行うと当状態は
 保持され、次の割り込み信号が出力できない状態です。  これを解消するには再度ビットＢ０を
 セット（＝１）する操作が必要です。

   《 ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＮＴでは通常、この操作はデバイスドライバ内で行います。》

　　　　　　　　  　表３－１６．【ＢＡＳＥ＋１】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ       各ビットの機能・意味  ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１

             未使用

０
０
０
０
０
０
０

Ｂ０ ＰＣＩバス上への割り込み信号出力制御   出力許可 出力禁止（クリア）   ０
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３-17．マスタスレーブ動作（複数システムの同期・並行動作）                                   《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３-17-17-17-17．マスタスレーブ動作．マスタスレーブ動作．マスタスレーブ動作．マスタスレーブ動作（複数システムの同期・並行動作）

   複数の本ＡＤボード／システム（最大７システム）を同一クロックで同期運転することもでき
 ます。  この場合、トリガを検出するボードをマスタ、他のボードをスレーブとします。
   スレーブはマスタからのクロックを受けて同期をとりますが、サンプリングタイミングに最大
 １２５ｎｓの遅れが生じます。  接続・操作は以下のとおり。

   ボード上の設定

   ◆  特にない。
       各ボードを１枚ずつインストールし、直後に割り当てられたリソース（Ｉ/Ｏアドレス）と
     ＰＣＩバス番号・デバイス番号を確認・記録する。／各ボードに認識ラベルを付すとよい。

   ボード間の接続等

   ◆  マスタ機のクロック出力《CLK-OUT》をスレーブ各機のクロック入力《CLK-IN》に接続する
     だけである。（図３－１７参照）

   ◆  マスタ機は外部クロック源、外部（デジタル）トリガを使用することもできる。

   ソフトウエア

    ◆  スレーブ各機のクロック源は外部に設定（３-８項）、またクロック源の分周比は１/１に
      設定（３-９項）しておく。

    ◆  スレーブ各機の内部（アナログ）トリガ、および外部トリガは禁止としておく。

    ◆  マスタ機は単独動作時と同様に（何の制限もなく）条件設定できる。

    ◆  連続サンプリング動作のスタート操作はスレーブ各機を（ソフトトリガで）先に、最後に
      マスタ機を（任意のトリガ条件で）行う。  連続サンプリング開始後はマスタ機のステータ
      スを監視しながら適時、各機からのＡＤデータを読み出す。
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《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》                                   ３-17．マスタスレーブ動作（複数システムの同期・並行動作）

             図３－１７．マスタスレーブ接続による複数ボードの並列・同期運転

         マスタ機               ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ           アナログ入力
                                   
                                                          クロック出力
                                                           《CLK-OUT》

         スレーブ機             ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ           アナログ入力

                                                           クロック入力
                                                            《CLK-IN》
  

         スレーブ機             ＡＤＭ－６８９ＰＣＩ           アナログ入力

                                                           クロック入力
                                                            《CLK-IN》

                                                                                                    マスタスレーブ動作の概要マスタスレーブ動作の概要マスタスレーブ動作の概要マスタスレーブ動作の概要

（１）  スレーブ各機をソフトトリガで即スタートさせると外部クロック入力による連続サン
         プリング動作となるが、この時点ではマスタ機からのクロック入力待ち状態である。

（２）  マスタ機が（設定した）トリガにより連続サンプリングが開始されるとマスタ機から
         有効なクロック信号が出力され、これがスレーブ各機（最大７枚）に入力されて同期サ
         ンプリングが実行される。／この間の遅れ時間は最大１２５ｎｓである。／

（３）  以後はマスタ機のステータスを監視しながら適時、各機のＦＩＦＯバッファメモリか
         らＡＤデータを読み出す。  マスタを含めて各機は自身の最高速度で連続サンプリング
         できるが、バスの現実的な転送速度による制限と各機の搭載メモリ容量（標準＝１Ｋ語）
         で実際に可能な最高サンプリング速度が決まる。
                       ／搭載メモリ容量までは無条件にボード自体の最高速度で動作可能。／
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３-18．汎用デジタル入出力                                                                   《ＡＤＳ-０１２８Ｋ》

３３３３-18-18-18-18．汎用デジタル入出力．汎用デジタル入出力．汎用デジタル入出力．汎用デジタル入出力

　         ｄｉｎ＝ｉｎｐ（BASE＋10）； /＊ 汎用１ビットＴＴＬ（現在値）入力 ＊/

　　　　　　　       表３－１８Ａ．【ＢＡＳＥ＋10】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　 ＝０のとき
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１

   未使用

Ｂ０ 　Ｉ０：汎用デジタル入力ビット０  Ｈｉｇｈ（開放）  ＬＯＷ（０ｖレベル）

         ｏｕｔｐ（BASE＋10，ｄｏｕｔ）；　/＊ 汎用１ビット（ラッチ）出力 ＊/

　　　　　　　      表３－１８Ｂ．【ＢＡＳＥ＋10】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき  　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１

  
  

   未使用

Ｂ０ 　Ｑ０：汎用デジタル出力ビット０       Ｈｉｇｈ      Ｌｏｗ 　０

【注１】   電源投入、またはハードウエアリセット直後の汎用デジタル出力は“０”ですが、
 ソフト的な制御部リセット操作（３－４項）ではクリアされません。

【注２】   汎用デジタル出力の論理はボード上のスイッチＳ－ＰＯＬＳ－ＰＯＬＳ－ＰＯＬＳ－ＰＯＬにより任意に設定する
          ことができます。  また、出力レベルはボード上のスイッチＳ－ＰＵＰＳ－ＰＵＰＳ－ＰＵＰＳ－ＰＵＰで１ＫΩの
          プルアップ（Ｕ側：標準）、またはオープンコレクタ（Ｏ側）を選択できます。
                                                             （１-２項、２-４項参照）
            ★出力素子： ７５４５２ＢＮ（ＴＩ社製ほか）
                         最大シンク電流＝１００ｍＡ
                         最大ＣＥ間電圧＝３０ｖ
                         ＣＥ間飽和電圧＝０.８ｖ


